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第V章自 然 科 学 的 調 査

第1節今宿遺跡の自然科学的検討

新山雅広・鈴木茂（パレオ・ラボ）

1．はじめに

a・遺跡の概要

今宿遺跡は岐阜県大垣市今宿に所在する。本遺跡では、弥生時代後期～古墳時代中期、中世、近世

～現代の各時代の水田跡が確認されており、古墳時代前期の水田跡には水田に残った足跡が見つかっ

ている。水田跡の他にも竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの遺構が確認されており、また、弥生土器、

土師器、須恵器などの土器や石器のほか、烏形木製品、鍬などの木製品といった大量の遺物も出土し

ている。ここでは、古植生および栽培・利用状況の推定、稲作の検証などの目的で花粉化石群集、大

型植物化石、プラント・オパールの検討を行った。なお、花粉・大型植物化石の検討は新山が、フ･ラ

ント・オパール分析は鈴木が行った。

b・堆積物の記載

E地点、H地点の堆積物が基本層となる。E地点は住居跡などが確認された微高地であり、H地点

は遺跡の北側端部である。以下に各層の簡単な記載を示す。なお、分析試料として用いなかったI、

II,V～Ⅶ、Ⅸ、X層は時代のみ記載する。

I層は現代、II層は近世～現代、V層は古墳時代中期、Ⅵ、Ⅶ、Ⅸ、X層は古墳時代前期。

Ill層：灰色～オリーブ黒色のシルト質粘土～粘士。時代は中世と考えられている。

Ⅳ層：灰色シルト質粘土～粘土。時代は古墳時代中期と考えられている。

Ⅷ層：灰色～オリーブ黒色シルトで褐鉄鉱が発達する。時代は古墳時代前期と考えられている。

XI層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体を多く含み、褐鉄鉱が発達する。古墳時代前期

の遺物が出土している。

XII層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体を含み、褐鉄鉱が非常に発達する。本層はI地

点(13～18)では水田耕作土層である。時代は古墳時代前期と考えられている。

xra層：灰色～オリーブ黒色粘士質シルトで草本遺体、炭化物をまばらに含み、褐鉄鉱が発達する。

古墳時代前期の遺物が出土している。H地点では確認できない。

XⅣ層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体を含み、褐鉄鉱が発達する。H地点では炭化物

を僅かに含む。K2地点では確認できない。時代は古墳時代前期と考えられている。

XV層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体、炭化物を含み、褐鉄鉱が発達する。時代は古

墳時代前期？と考えられている。

XⅥ層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで褐鉄鉱が発達する。E、L地点ではXⅥ層はXⅥ－1層

とXⅥ－2層に細分される。XⅥ－1層は灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体を含

み、褐鉄鉱が発達する。炭化物をまばらに含む。XⅥ－2層はオリーブ黒色粘土質シルトで

草本遺体を含み、褐鉄鉱が発達する。炭化物を多く含む。時代は弥生時代後期？と考えられ
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ている。

XⅦ層:E地点では灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで砂が多く混じる。草本遺体を含み、炭化物を

多く含む。H地点では灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで褐鉄鉱が発達する。時代は弥生時

代後期と考えられている。

XⅧ層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体、炭化物を含む。H地点では褐鉄鉱が発達する。

時代は弥生時代後期と考えられている。

XⅨ層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体、炭化物を含む。H地点では褐鉄鉱が発達する。

時代は弥生時代後期と考えられている。

XX層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体を多く含み、褐鉄鉱が非常に発達する。H地点

では灰色～オリーブ黒色シルト質粘土。時代は弥生時代後期初頭と考えられている。

XXI層：灰色～オリーブ黒色粘土質シルトで草本遺体をまばらに含む。H地点では灰色～オリーブ

黒色シルト質粘土で炭化物を多く含み、褐鉄鉱が発達する。時代は弥生時代中期？と考え

られている。

XXI層より下層：灰色～オリーブ黒色シルト質粘士～粘土質シルトで褐鉄鉱が発達し、炭化物を多

く含む土層もみられる。H地点で確認できる。

2．花粉化石群集

a・試料と方法

花粉化石群集の検討に用いた試料は、E、F、H、I、K、Lの6地点と溝(SD02V)から採取さ

れた計71試料である。分析試料71試料のうち、溝(SD02V)の試料を除く全ての試料はフ・ラント・オ

パール分析も行われ、溝(SD02V)の試料については大型植物化石の検討も行われた。これら各分析

の試料を採取した地点の位置は図183及び図184に示した。以下に各試料の簡単な記載を示す。

E地点（試料1～11、計11試料）：試料1はXI層、試料2はXII層、試料3はXIII層、試料4はX

Ⅳ層、試料5はXV層、試料6はXⅥ－1層、試料7はXⅥ－1層、試料8はXⅦ層、試料9はXⅧ

～XⅨ層、試料10はXX層、試料11はXXI層より採取された。時代については、試料1～5が古墳

時代前期、試料6～10が弥生時代後期、試料11が弥生時代中期？と考えられている。

F地点（試料F1～F5、計5試料):Flは溝状遺構埋士(SDOS11、Ⅲ層)、F2は溝埋士SD67

II、Ill層)、F3は小区画水田耕作土(ST06II、Ⅲ～V層？）、F4は短冊形遺構埋土SK223II、

Ⅲ層)、F5は溝状遺構埋土(SD70II、ⅡI層)である。時代は試料F1、2，4，5が中世、試料F

3が古墳時代中期と考えられている。

H地点（試料1～14、計14試料):H地点の土層断面図を図185に示した。試料1はⅧ層、試料3はX

I層、試料5はXII層、試料6はXⅣ層、試料7はXV層、試料8はXⅥ層、試料9はXⅦ層、試料

10はXⅧ層､試料11はXⅨ層､試料12はXX層､試料13はXXI層､試料14はXXI層より下層である。

｜地点(11～I7、計16試料):I1-1はXI層、11-2はXII層、12-1はXI層、12-2はXII層、
5

13-1はXI層、13-2はXII層(大区画6Ⅳ、水田層)、14-1はXI層、14-2はXII層（大区画5Ⅳ、

水田層)、15-1はXI層、15-2はXII層(大区画4Ⅳ、水田層)、16-1はXI層、16-2はXII層(大

区画3Ⅳ、水田層)、17-1はXI層、17-2はXII層(大区画2Ⅳ、水田層)、18-1はXI層、18-2

はXII層(大区画1Ⅳ、水田層)より採取された。
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溝(SD02V、1試料):溝(SD02V)の最下層より採取された。灰色～オリーブ黒色シルト質粘土

で草本遺体を含み、褐鉄鉱が発達する。層位的にはXIII層に相当する。

K地点(Kl～K6、計12試料:K1-1，K2-1,K3-1,K4-1,K5-1,K6-1はXⅢ層、Kl-2,K

2-2,K3-2,K4-2,K5-2,K6-2はXV層より採取された。

L地点(LI～L4、計12試料):Ll-1、L2-1、L3-1、L4-1はXⅥ－1層、Ll-2、L2-2、L3-2、
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L4-2はXⅥ－2層、L1-3,L2-3、L3-3、L4-3はXⅦ層より採取された。

花粉化石の抽出は、試料約2～4g程度を10%水酸化カリウム処理（湯煎約15分）による粒子分離、

傾斜法による粗粒砂除去、フシ化水素酸処理（約30分）による珪酸塩鉱物などの溶解、アセトリシス

処理（氷酢酸による脱水、濃硫酸1に対して無水酢酸9の混液で湯煎約5分）の順に物理・化学的処

理を施すことにより行った。なお、フシ化水素酸処理後、全ての試料において重液分離（臭化亜鉛を

比重2.15に調整）による有機物の濃集を行った。プレパラート作成は、残澄を蒸留水で適量に希釈し、

十分に撹はんした後マイクロピペットで取り、グリセリンで封入した。検鏡は、う。レパラート全面を

走査し、その間に出現した全ての種類について、樹木花粉が200個以上になるまで同定・計数した。

その計数結果をもとに、樹木花粉は樹木花粉総数を基数とし、草本花粉およびシダ植物胞子は花粉．
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胞子総数を基数として、各分類群の出現率を百分率で算出した。ただし、クワ科、バラ科、マメ科は

樹木と草本のいずれをも含む分類群であるが、区別が困難なため、ここでは便宜的に草本花粉に含め

た。なお、複数の分類群をハイフンで結んだものは分類群間の区別が困難なものである。

b・結果

E地点の花粉化石群集］

同定された分類群数は、樹木花粉30、草本花粉16、形態分類で示したシダ植物胞子2である。試料

2，9を除き、十分な花粉化石が産出しなかったため、花粉化石分布図として示すことができなかっ

た。試料2は樹木花粉の占める割合は、10％程度で極めて低率である。その中でスギ属が約20%で最

も多産する。他に、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、ハンノキ属、アカガシ亜属、シイノキ属など

が目立った産出をした。草本ではヨモギ属が約80%と非常に多産し、イネ科、カヤツリグサ科、ツリ

フネソウ属がやや目立った産出をした。試料9は樹木花粉の占める割合は約50％である。その中でス

ギ属、コナラ亜属が約20％程度で最も多産する。他に、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、アカガシ

亜属、クリ属、シイノキ属などが目立った産出をした。草本ではオモダカ属、イネ科、カヤツリグサ

科などが比較的多産した。

F地点の花粉化石群集］

同定された分類群数は、樹木花粉33、草本花粉32、形態分類で示したシダ植物胞子2である。樹木

花粉の占める割合は、F3は70%程度と高率であるが、他は30%前後と低率である。樹木花粉では全

試料ともスギ属が30～40%程度で最も多産する。他にイチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、コナラ亜属、

シイノキ属などが目立った産出をした。草本花粉では全試料ともイネ科が多産し、カヤツリグサ科も

目立った産出をした。他に、水生植物のガマ属、オモダカ属が低率であるが、全試料から産出した。

F3を除き、単条型胞子が20～30%と高率を占める。
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表119E地点（試掘調査坑東面、微高地）の花粉化石一覧表
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一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
１
１
－
３
１
２
６
４

ｎＯｕａ

Ｓ
Ｃ

・
Ｉ

Ｏ
ｅ

Ｓ
Ｓ
ｎ
ａ

ｕ
、
今
・
１
ｅ

、
０
．
，
Ｃ

ａ
ｎ
Ｃ
ａ

Ｔ
ｊ
ａ
Ｆ
』
、
ｎ

、
ａ
ｌ
一
ｔ

ｏ
ｂ
ａ
ａ
ｎ

Ｏ
ｂ
・
ｌ
ａ

ｊ

ｙ
、
わ
ｒ
ｒ
Ｓ

Ｘ
ａ
ａ
ｅ

岬
恥
ｅ
・
虹
蜘
配
一
一
四
皿

ＯＪ

Ｄ
今
ａ

－
ｎ
ｕ
Ｓ

ｙ
．
〃
ｒ
一
ｒ
一

・
１

，
１
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
０
一

、
ｔ
ｎ
ｎ
１
－
ｅ
－
ｅ
Ｏ
＆
ｎ

Ｖ
、
ｐ
△
ｅ

ｅ

・
Ｗ
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｏ
ａ
ｎ
．
函
ｆ
上
一
ｒ
ｅ
－
、
１
ｐ
今

ｎ
ｏ
ｇ
Ｅ
）
０
ｋ
、
Ｏ
ｅ
ａ
・
１
ｅ
一
Ｏ
ｒ
－
１
ｎ
ｌ

配
加
潅
・
狸
ａ
一
ゆ
ゆ
・
鱈
副
肥
叩
の
Ｓ
ｅ
・
狸
ｅ
龍
・
皿
誠
・
皿
加
配
》
ｓ
認
抑
ａ
皿
唖
一
印
加
一
ｍ
型
肥
皿

ｂ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｚ
ｐ
７
４
ｎ
・
Ｊ
ａ
ｅ
切
一
Ｓ
一
ｅ
、
１
ｐ

ｕ
Ｕ
・
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｐ
Ａ
ｙ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ａ
ｕ
－
ｒ
ａ
ｅ
ｒ
ｅ
Ｓ
ｄ
ｒ
ｒ
Ｏ
ｎ
ｆ
ｔ
・
ｌ
ｕ
、
１
－
ｅ
一
、
Ｌ
ｒ
Ｏ

Ｓ
ｊ
Ｉ
ｐ
今
”
ａ
Ｓ
ｕ
Ｓ
Ｓ
ｅ
Ｏ
ｌ
－
Ｘ
ｎ
ｑ
ｕ
ｐ
△
Ｃ
ｅ
ｒ
一
ａ
ｅ
Ｃ
Ｏ
ａ
Ｏ
ナ
レ
ｅ
ｎ
ｅ
・
ｌ
Ｓ
Ｓ
ｍ
ｌ
Ｆ
Ｌ
－
ｔ
ｅ
ｌ
ａ
Ｏ
、
４
ｎ

Ｏ
Ｏ
・
Ｃ
ｎ
ｎ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｎ
Ｓ
ｏ
ｏ
７
Ｊ
Ｏ
ａ
Ｃ
ナ
〕
一
ａ
ナ
レ
ｎ
ａ
‘
、
ｅ
〃
ｐ
坐
Ｃ
Ｆ
Ｌ
．
ｌ
‐
１
，
１
０
’
１
・
１
－
ｅ
ｔ
－
ｅ
、
Ｄ
Ｓ
Ｗ

Ｓ
ａ
ｓ
Ｓ
副
α
ナ
レ
ハ
レ
Ｘ
ｏ
ａ
・
Ｊ
Ｔ
４
Ｓ
Ｓ
ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ｓ
・
ｌ
ｈ
型
Ｔ
Ｊ
ｕ
Ｓ
Ｔ
ｊ
’
１
ａ
ｓ
一
ａ
〃
↑
し
・
１
ｒ
ｃ
Ｃ
ｕ
０
．
１
．
１
、
ふ
し
、
上
、
〃
ｒ
１
１
一
、
１
ｅ
一
ｒ
ｒ
ｅ
、
上
Ｏ

伽
唖
睦
恥
伽
睡
や
畔
麺
婚
岬
唖
軸
伽
坤
唖
皿
》
》
恥
吋
獅
麺
睡
》
》
岬
咋
皿
吐
岬
一
妙
趣
》
獅
恥
岬
岬
御
地
地
軸
函
岬
恥
“
》
心
岬
一
岬
皿
一
如
岬
軸
恥
晒

ＪＯＰ

科

節

キ

ノ
ミ

カ

ヒ

ツ

科
属
属
属
ギ

属
ヤ
ダ
属
亜
キ
ナ

亜
ガ
サ
亜
シ
属
ノ
ウ
科

束
１
ヌ
ア
ラ
ガ
キ
ク
属
科
－
１
属
属

数

管
明
属
イ
属
一
ナ
カ
ヤ
ム
属
属
一
カ
サ
属
節
ヒ
ウ
ウ
科
科
一

子
総

維
不
キ
｜
ミ
属
属
属
コ
ア
属
ケ
｜
ウ
属
属
属
キ
ー
ダ
属
グ
イ
デ
｜
ソ
科
ソ
属
亜
亜
一
子
子
一

胞
子

跡
部
岬
祁
祁
薪
蔀
樹
帝
海
罪
一
榊
心
郊
幸
圭
岬
和
平
》
必
罪
》
声
聞
抽
母
》
必
や
一
蓉
祁
》
》
銅
州
《
堀
》
》
一
一
認
婚
姻
封
一
睡
》
一
や
》
識
一
帖
軸
恥
榊
》

複
く
マ
科
属
ル
属
デ
キ
キ
属
属
キ
ー
属
ョ
属
キ
属
キ
属
ウ
科
科
ノ
ー

H地点の花粉化石群集］

同定された分類群数は、樹木花粉33、草本花粉23、形態分類で示したシダ植物胞子2である。試料

2，3、10を除き、十分な花粉化石が産出しなかったため、花粉化石分布図としては示せなかった。試

料2は樹木花粉の占める割合は60%程度でブナ属､アカガシ亜属が比較的多産した。他に、スギ属､カ

バノキ属､シイノキ属、トチノキ属、ミズキ属などがやや目立った産出をした。草本ではイネ科､カヤツ

リグサ科、ヨモギ属などが低率で産出し、シダ植物胞子が30％程度と高率を占めた。試料3は樹木花

粉の占める割合は60％程度でハンノキ属､ブナ属が比較的多産し、アカガシ亜属､シイノキ属なども目

立った産出をした。草本花粉では、イネ科、ヨモギ属などが低率で産出した。シダ植物胞子が30％程

度と高率を占めた。試料10は樹木花粉の占める割合は20%程度と極めて低率である。シイノキ属、ス
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ギ属が比較的多産し、アカガシ亜

属も目立った産出をした。草本花

粉では、イネ科、カヤツリグサ科

が多産し､オモダカ属､イボクサ属

などがやや目立った産出をした。

［｜地点の花粉化石群集］

スギ属、イチイ科一イヌガヤ科

一ヒノキ科、ハンノキ属、ブナ属、

コナラ亜属、アカガシ亜属、トチ

ノキ属などが比較的多産する。草

本花粉ではイネ科、シダ植物胞子

が比較的多産する試料が目立つ。

他に、12-2ではアブラナ科が40%

程度と突出した出現をした。

［溝(SD02V)の花粉化石群集］

同定された分類群数は樹木花粉

34、草本花粉11、形態分類で示し

たシダ植物胞子2である。スギ属、

ハンノキ属、ブナ属、コナラ亜属、

トチノキ属などが比較的多産し、

イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、

アカガシ亜属、シイノキ属なども

目立った産出をした。草本花粉で

はイネ科、他のバラ科、セリ科、

ヨモギ属、他のキク亜科などが低

率で出現し、シダ植物胞子がやや

多産した。

K地点の花粉化石群集］

K1，K5-1、K6は十分な花粉

表120F地点の花粉化石一覧表

和名 学名

F1F2F3F4F5

５
４
－
０
６
２
６
２
３
２
１
１
－
７
１
９
１
６
０
６
３
１
－
－
１
１
３
１
－
１
一
一
一
一
５
－
－
１
４
１
９
－
２
３
－
４
５
－
３
２
４
－
１
２
９
１
４
－
３
１
８
－
１
加
妬
ｕ
一
報
、
一
郡
祁
秘
伽
“

８
０
－
８
３
１
３
６
７
３
２
７
４
８
８
６
３
７
０
２
４
１
一
一
一
１
５
〕
１
一
一
一
一
一
８
－
－
２
５
６
３
１
５
０
１
７
６
－
６
２
４
一
一
一
７
－
－
２
１
８
７
１
－
８
５
７
－
３
５
－
８
２
８
８
４

１
１
１
１
３
４
６
２
１
１
４
１
４
１
１
７
６
２
３
２
２
１
３
１
－
７
１
－
０
０
８
９
４

７
１
－
５
’
６
２
５
３

２

－
１
２

７
－
１
１
２
６
５
８
４
１
－
１
－
１
２
６
６
１
９
１
一
一
一
一
一
一
４
一
一
一
一
一
一
一
３
－
１
３
２
６
２
－
１
１
－
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
１
一
一
一
１
一
一
一
３
１
－
６
４
４
４
９

７
４
１
１
１
５
４
－
１
１
３
１

－
２
１
３

１
５
’
７
４
６
２
０
４
４
１
７
７
４
１
５
６
２
１
５
３
一
一
一
１
１
７
一
一
一
１
１
２
－
６
一
一
一
３
７
５
一
一
一
２
１
０
－
－
１
１
一
一
一
２
－
２
－
１
－
３
－
－
１
７
１
－
郷
Ⅳ
一
恥
細
郷
旭
羽

１
０
－
７
８
０
５
８
２
２
３
４
５
７
４
３
１
７
８
９
２
－
１
１
－
１
６
一
一
一
一
一
一
一
６
１
－
２
３
８
９
４
７
９
－
６
１
１
２
６
１
１
－
－
１
１
４
２
１
１
５
１
－
５
０
５
－
８
６
－
５
３
４
２
５

２
２
３
２
４
４
６
３
１
３
５
４
３
２
３
４
６
１
１
６
２
１
６
２
２
１
４
１
－
４
２
－
３
９
７
０
７

３
０
２
－
７
－
８
６
７
３－

１
３

１

ｎｏｌｕａ

Ｓ
Ｃ

Ｄ
・
』
壬

０
ｅ

Ｓ
Ｓ
ｎ
ａ

ｕ
ｐ
今
ｅ

、
Ｏ
も
、
Ｃ

ａ
ｎ
Ｃ
ａ
ａ

Ｔ
ｊ
ａ
Ｆ
】
’
１
、
ｎ

ｎ
ａ
勺
１
一
ｒ
ｔ

ｏ
ｇ
Ｄ
ａ
ａ
ｔ
ｎ

Ｏ
Ｂ
Ｄ
‘
１
ｕ
ａ

ｊ

ｙ
掴
加
ｒ
Ｏ
ｒ
串

Ｘ
ａ
ｎ
ａ
ｒ

坪
恥
ｅ
・
証
跡
抑
詮
・
唖
ｅ
一
一
ｎ
Ｏ

ＯＪ

ｍ
一
一
肥
即

ｐ
今
ａ

ｙ
，
〃
ｒ
Ｃ

Ｄ
１
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
・
ｅ
ａ
ｕ
ｍ
一
ｅ
一
印
皿
＆
ｎ

ｎ
ナ
レ
ｎ
ｎ
Ｖ
、
Ｓ
Ｄ
Ｌ
ｔ
ｅ
ａ
１
４
ハ
Ｉ
一
ｒ
ｅ
－
１
Ｌ
Ｄ
凸
ｅ

ａ

・
Ｗ
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｏ
ａ
ｎ
ｕ
、
配
函
配
ｕ
ｎ
勺
上

、
Ｏ
（
Ｕ
頁
）
頁
）
‐
Ｋ
ｎ
ｏ
Ｓ
ｃ
ｅ
Ｐ
４
ａ
・
１
ｅ
一
ｏ
ｒ
一
勺
１

ｍ
↑
”
皿
、
一
頭
加
一
加
飢
肥
皿

ｅ
ｎ
Ｓ
ａ
、
Ｄ
、
，
Ｓ
丁
ｊ
ａ
〃
ｒ
Ｓ
、
ｔ
Ｓ
Ｃ
ａ
ｎ
ｅ

Ｅ
）
ｑ
Ｋ
ｙ
‐
１
ａ
一
ｕ
ｕ
，
Ｊ
ｅ
。
〃
ｕ
○
ａ
〃
０
ａ
ｅ
ｎ
ａ
Ｃ
ａ
１
Ｌ
〃
ｕ
ｅ
ａ
Ｓ
－
ｅ
ｑ
１
、
今

ｂ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｚ
ｐ
ｊ
刀
Ｃ
ｅ
、
師
画
丞
函
加
ａ
画
罪
ｅ
罪
叩
畑
山
皿
、
皿
ｍ
ｅ
噸
ｅ
ｅ
ｅ
ａ
ｂ
Ｏ
－

ｕ
ｗ
Ｕ
‐
ｌ
ｅ
ｒ
Ｓ
ａ
ｐ
今
４
Ａ
〃
ｙ
ｅ
ｓ
ｏ
ａ
ｓ
一
公
ｒ
‘
〃
ｅ
十
Ｕ
・
Ｊ
ｕ
１
４
－
ｅ
一
、
ｌ
ｒ
Ｏ

Ｓ
ｊ
く
ｐ
凸
〃
ａ
Ｓ
ｕ
Ｓ
Ｓ
ｅ
Ｏ
一
一
ｕ
Ｘ
Ｕ
ｑ
ｕ
〃
ｅ
ｕ
ａ
－
、
一
ざ
ａ
ｅ
Ｃ
ｕ
ｍ
Ｏ
ｅ
ａ
ｎ
ｒ
Ｏ
９
ｎ
．
ｔ
《
Ｋ
ｅ
ａ
ｎ
〃
’
１
〃
ｔ
ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
公
ｒ
一
ｔ
ｅ
－
ａ
Ｏ
ｐ
△
ｎＷ

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
Ｓ
ｄ
ｔ
Ｃ
Ｘ
Ｏ
ａ
‐
ｊ
ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
Ｓ
・
Ｊ
Ｃ
ｈ
．
』
ｕ
Ｓ
ｈ
ａ
ａ
・
ｌ
ｅ
－
ａ
顔
加
肥
此
．
ｍ
ｍ
函
に
的
丞
配
叩
即
即
叩
叩
鉦
・
加
ｒ
逓
配
‐
皿
、
胞
皿
迦
帥
ｍ
‐
皿
ｒ
ｕ
－
肥
帥
一
配
巾
串
１
０

０
０
・
Ｃ
ｎ
ｎ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
〃
Ｓ
・
Ｊ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｅ
Ｃ
ｎ
Ｉ
－

蛙
睦
碓
恥
伽
睡
恥
昨
軸
抽
哩
岬
鋤
伽
》
皿
池
》
》
岬
吋
皿
軸
麺
砲
》
》
池
恥
皿
恥
恥
唾
一
恥
麺
恥
嘩
》
蜘
恥
恥
銅
岬
皿
岬
御
砂
睡
恥
恥
岬
函
呼
恥
韓
函
皿
蛇
恥
御
恥
岬
蛇
碓
呼
一
岬
皿
一
価
岬
和
恥
恥

ＩＯＰ

科

キ
節
属

ノ
ミ
ウ

ヒ
カ
ョッチ

科
属
属
属
ギ
ィ

属
ヤ
ダ
属
亜
キ
ナ
ワ

亜
ガ
サ
亜
シ
属
ノ
ウ
節
科
科
ィ

束
１
ヌ
ア
ラ
ガ
キ
ク
属
科
一
リ
１
属
ゲ

数

節
ド
上
属
属
科
科
一

管
明
属
イ
属
｜
ナ
カ
ヤ
ム
属
属
一
属
力
サ
属
ウ
ウ

子
総

維
不
キ
｜
ミ
属
属
属
コ
ア
属
ケ
一
ウ
属
属
属
属
ギ
ー
ロ
グ
属
グ
属
属
イ
デ
タ
｜
科
属
ソ
ボ
科
属
サ
ワ
属
亜
亜
一
子
子
一

胞
子

酢
郡
唖
吐
祁
祁
か
部
門
》
海
罪
尭
加
〕
却
売
売
祁
却
邦
李
奉
》
羊
一
》
毘
希
岬
挙
必
剖
一
一
韓
却
到
坐
》
》
榊
押
》
や
》
諦
銅
権
『
叩
誠
一
称
轟
幡
奉
函
認
》
》
鯛
》
銅
《
一
》
酔
一
《
》
一
一
》
》
や
》
》

属
複
く
マ
科
属
ル
属
デ
キ
キ
属
属
キ
｜
属
属
ョ
属
キ
属
キ
属
キ
科
コ
ツ
一
属
シ
モ
カ
リ
サ
サ
オ
科
タ
イ
科
コ
ネ
ッ
ン
ナ

化石が産出しなかったため、花粉化石分布図として示せなかった。樹木花粉の占める割合は30%前後

と低率である。その中でスギ属、アカガシ亜属が比較的多産し、ブナ属、コナラ亜属、シイノキ属、

トチノキ属などが目立った産出をした。草本ではイネ科が30～50％程度で多産し、オモダカ属、ミズ

アオイ属などの水生植物やカヤツリグサ科、シダ植物胞子などが比較的目立った産出をした。

L地点の花粉化石群集］

同定された分類群数は、樹木花粉41、草本花粉33、形態分類を含むシダ植物胞子2である。スギ属、

アカガシ亜属、シイノキ属が比較的多産し、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、ハンノキ属、コナラ

亜属、トチノキ属などが目立った産出をした。草本ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科、シダ植物
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表121H地点（北排水溝の南壁）の花粉化石一覧表

学名和名
1234567891011121314

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
－
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
１
－
１
２
２
５
０

－
１
－
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
１
－
１
０
３
４
０

－
５
－
５
５

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
１
一
一
８
３
－
１
３
１
５
１

１
１

一
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胞子なども目立った産出をした。サジオモダカ属、オモダカ属などの水生植物も低率であるが、多く

の試料で産出した。

c・考察

E地点の試料11、H地点の試料13,14が弥生時代中期に相当するが、十分な花粉化石が産出しなか

ったため、植生の推定は控え、弥生時代後期以降の植生を以下に考察する。

［弥生時代後期の周辺植生］

E地点の試料6～10？、H地点の試料8～12？、L地点が弥生時代後期に相当する。周辺にはアカ

ガシ亜属、シイノキ属からなる照葉樹林とスギ属林が成立していたものと考えられる。そこにはイチ

イ科一イヌガヤ科一ヒノキ科などの針葉樹やコナラ亜属をはじめとした落葉広葉樹も混じっていた。

一方、遺跡付近ではイネ科が高率で出現し、オモダカ属、ミズアオイ属などのいわゆる水田雑草が随
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表1221地点とSD02V(溝最下層）の花粉化石一覧表

和名
や
口

孝
ナ

5－115~216－116－214－114－213-113-217-117-218－118-212-112-211-111-2SDO2

樹木

マキ属

モ ミ 属

ツガ属

トウヒ属

マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属（不明）

コウヤマキ属

スギ属

イ チ イ 科 一 イ ヌ ガ ヤ 科一ヒノキ科

ヤナギ属

ヤマ モモ 属

サヮグルミ属

ノグルミ属

クルミ属

クマシデ属一アサダ属

ハシバミ属

カバノキ属

ハン ノキ 属

ブナ 属

ｺﾅﾗ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属

シイノキ属

ニ レ属 一ケ ヤキ 属

エノキ属一ムクノキ属

フサザクラ属

カヅラ属

サンショウ属

キハダ属

アカメガシワ属

シラキ属

ウルシ属

モ チノ キ属

ニシキギ属

カエデ属

ト チ ノ キ 属

ク ロウ メモ ドキ 科

ブドウ属

ヅタ属

シナノキ属

ヒサｶｷ属近似種

ウコギ科

ミ ズ キ 属

ヅツジ科

ハイ ノキ 属

エゴ ノキ 属

ト ネ リ コ 属

タニウツギ属

スイカズラ属

一
Ｒ
Ｕ
１
１
一
一
〔
ノ
】
ｑ
》
ワ
臼
貝
〕
（
ｘ
）
１
人
一
．
１
上
一
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
，
１
４
１
４
－
ｎ
Ｕ
○
４
△
八
己
り
ぬ
、
ロ
ム
員
ｕ
〕
ｑ
ｕ
１
Ｌ
｜
，
１
４
凸
’
一
一
一
一
一
ｎ
ム
ー
ェ
ｎ
Ｊ
Ｑ
〕
屯
’
一
⑥
色
一
一
一
一
ｎ
口
色
．
１
４
一
一
１
人
ｑ
ｌ
士
．
月
強
一
一
一
一
Ｒ
〕
り
白
一
一
１
●
４
’
一
一
一
一
一
－
－
．
１
４
尽
哩
↑
人
勺
１
一
一
Ｑ
〕
一
一
名
‐
上
一
Ｒ
〕
・
刈
詮
一
一
、
”
色
頁
Ｊ
一
ｏ
色
Ｔ
Ｌ
ワ
ー
．
ｎ
Ｕ
ｑ
〕

・
４
１
３
２
２
１
２
６
－
２
４
－
妬
、
６
“
ｌ

ｌ
１
１
１
ｌ
１
－
３
２
７
一
一
一
一
１
９
－
４
４
２
４
３
’
４
５
１
－
－
１
１
１
一
一
一
一
一
７
－
０
－
－
』
３
－
５
－
－
－
２
一
一
１
ｌ
１
６
２
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
１
一
一
一
一
１
１
一
一
一
一
２
－
－
－
－
７
３
一
一
５
６
－
３
７
１
１
３

１
２
１
３
－
４
３
－
妬
２
８
妬
１

１
１
２
」
２
９
４
３
７
３
ｌ
１
２
ｌ
２
９
－
２
０
８
１
７
ｌ
２
９
一
一
一
一
２
１
ｌ
－
１
ｌ
８
６
ｌ
２
２
－
－
２
１
６
’
一
一
４
’
一
一
一
一
４
４
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
２
－
－
－
２
一
一
一
１
６
３
一
一
３
３
－
０
３
６
９
９

１
２
３
１
２
１
２
’
１
０
－
３
３
１
７
２

－
２
１
－
２
３
５

一
一
一
一
一
一
一
１
４
５
２
－
－
－
－
２
’
’
２
３
５
５
３
４
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
９
－
１
－
－
－
１
一
一
一
一
一
一
１
－
－
－
１
６
５
－
－
６
’
’
一
一
一
一
一
７
一
一
２
３
’
’
’
一
一
１
｜
”
一
一
一
４
６
－
９
４
０
３
８

３
２
１
１
４
一
ｍ
虹
１
銅
１

３
２
１
－
－
２
２
３
７
２
－
２
１
－
１
６
１
０
４
７
８
５
’
９
１
２
一
一
一
１
１
１
’
１
－
２
７
’
２
－
－
－
８
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
－
１
’
５
２
’
一
一
一
１
１
１
－
１
－
－
－
１
’
’
’
－
５
一
一
一
一
脚
２
一
一
６
５
－
９
４
１
４
３

１
３
２
２
１
ｌ
Ｍ
８
ｌ
和
４
泌
蛇
１

１
１
１
’
’
１
２
５
３
１
’
’
’
’
’
３
’
１
９
４
７
４
２
９
９
’
’
’
’
１
一
一
一
一
一
４
５
一
一
一
一
一
４
－
２
１
一
一
一
一
一
１
－
－
２
７
－
－
６
」
１
－
１
３
一
一
一
一
一
一
２
’
一
’
一
一
一
一
７
３
１
一
７
１
’
０
５
８
３
９

３
１
９
－
５
５
’
９
７
０
７
２

－
１
１
３

’
１
２
－
－
７
－
－
１
１
－
３
一
一
一
５
１
９
６
２
５
１
３
０
２
－
－
－
１
一
一
一
一
一
一
４
５
－
２
－
－
－
９
１
８
’
’
’
３
｜
’
一
一
一
０
１
’
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
’
２
’
１
一
一
｜
一
理
４
－
－
５
６
’
２
２
１
５
２

１
４
３
１
２
１
１
１
一
”
８
－
曲
４
池
調
３

’
３
’
一
一
４
－
２
５
１
１
１
一
一
一
５
’
２
３
７
０
６
－
４
２
１
１
－
－
１
’
’
’
’
－
１
５
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
２
１
６
１
－
８
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
４
一
一
一
９
６
－
５
５
５
５
９

２
６
５
２
一
弘
９
１
鯛
１

’
一
一
一
一
１
’
’
５
５
２
－
－
－
２
３
２
『
１
０
９
３
３
３
１
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
９
一
一
一
一
１
１
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
１
２
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
’
’
一
一
１
一
一
一
０
３
－
２
５
３
０
０

２
１
１
１
’
１
１
｜
岨
２
３
３

２
－
１
－
－
３
１
７
６
２
１
１
一
一
一
０
１
１
４
５
６
８
４
６
５
’
’
’
’
１
－
－
－
－
－
５
５
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
１
５
３
’
０
－
－
－
－
２
一
一
３
一
一
１
－
－
－
２
一
一
一
」
５
５
１
－
３
９
－
５
０
２
７
８

５
５
１
１
１
２
７
１
２
一
ｌ
一
弘
”
２
胡
２

１

’
’
一
一
一
１
１
’
２
９
一
一
一
一
１
’
’
１
６
２
３
３
７
６
５
－
－
２
－
１
－
－
１
－
－
３
０
一
一
一
一
一
３
－
１
－
－
－
１
一
一
’
’
’
’
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
１
’
’
’
’
１
一
一
一
３
５
－
油
５
８
魂
即

３
２
－
１
１

一
一
一
」
－
２
１
４
６
２
－
－
２
－
－
４
１
２
８
８
９
５
’
９
２
５
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
４
’
’
’
’
’
２
－
３
’
２
１
一
一
－
－
１
４
２
’
’
２
’
’
’
１
－
１
１
－
－
－
１
－
－
－
３
一
一
一
一
６
４
」
」
７
３
－
３
６
０
９
２

１
１
３
１
２
１
５
１
－
３
３
一
四
８
７
弧
２

’
’
一
一
一
一
５
２
８
１
’
’
１
’
１
９
－
０
９
７
５
８
４
４
７
一
一
一
１
－
１
－
－
３
－
１
６
一
一
一
一
一
６
－
２
一
一
一
２
－
－
－
－
５
２
’
－
２
１
’
’
１
一
一
一
一
一
一
１
－
－
－
－
１
－
－
１
３
４
一
一
２
３
’
３
１
５
９
３

』
６
３
－
２
２
９
３
３

’
１
２

一
日
４
。
．
１
↓
」
一
ｎ
乙
－
．
１
４
，
〕
４
笹
一
一
１
上
一
．
１
４
｜
’
’
’
４
今
，
“
Ｒ
〕
ｎ
Ｕ
１
Ｌ
〃
強
可
上
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〃
段
－
．
７
半
一
一
一
一
一
Ｔ
ｌ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
八
Ｕ
言
リ
ム
ワ
臼
一
員
Ｕ
ｌ
ｌ
ｑ
Ｉ
上
１
上
一
一
。
■
Ａ
１
上
一
一
一
一
一
一
ｑ
Ｉ
４
－
１
上
一
一
．
１
４
１
４
ワ
。
一
員
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
ハ
Ｕ
ｎ
ｕ
〉
１
Ａ
ｎ
Ｕ
一
ｎ
Ｕ

２
４
６
－
ｍ
７
１
帥
１

一
一
一
一
一
１
２
２
４
６
１
－
－
２
１
１
１
６
６
９
１
４
３
４
６
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
３
７
－
－
－
１
｝
１
－
１
一
一
一
１
一
一
一
一
一
２
５
－
－
３
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
１
’
’
１
３
一
一
一
一
１
４
｜
’
６
３
－
５
１
９
５
８

４
１
２
１
１
６
－
２
１
－
配
３
３
卵
３

２
１

－
－
４
－
３
２
－
３
６
８
’
’
３
ｌ
３
５
ｌ
３
５
１
４
１
１
１
２
１
ｌ
１
－
１
’
一
一
一
２
－
７
’
’
１
’
’
３
－
２
－
－
１
２
－
－
一
一
７
６
６
２
－
１
一
一
一
一
一
一
一
１
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
７
７
一
一
１
０
－
６
８
１
５
５

２
１
１
２
１
４
１
１
０
１
－
１
１
－
哩
叫
２
調
２

－
２
２
－
１
４
２
１
３
３
一
一
一
一
２
１
－
８
０
７
３
２
１
５
２
一
一
一
一
２
－
－
１
《
一
一
１
０
－
－
－
－
－
９
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Ｌ
３
ｑ
Ｌ
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－
３
一
一
一
一
一
５
６
－
－
２
’
－
２
’
－
－
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１
’
１
１
一
一
一
１
一
一
一
一
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２
一
一
３
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－
０
４
２
６
５

３
３
２
１
－
６
５
－
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４
哩
師
２
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Ｓ
Ｃ

Ｏ
ｅ

Ｓ
Ｓ
ｍ
ａ

ｕ
ｐ
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ｎ
ｏ
ｈ

ａ
ｎ
ｃ
ａ
ａ

ｉ
ａ
Ｅ
，
１
ｈ

、
〃
ａ
・
Ｉ
註
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０
Ｏ
ワ
０
ａ
’
１
ｕ
ａ
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ｂ
Ｓ

ｊ
Ｊ
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野
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唖
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正

Ｃ
Ｏ
ｐ
Ｃ
ｉ
ｅ
Ａ
ｅ
一
一
ｎ
ｏ

生
の
Ｇ
Ｓ
Ｒ
龍
、
一
一
ｅ
ｐ

ｌ
Ｊ

ｐ
今
ｐ
○
ａ
ｒ
Ｃ
一
、
１
Ｓ

池
ａ
ｊ
”
”
血
加
ｅ
・
ｅ
ａ
ａ
加
一
ｅ
ｌ
即
叫
＆
ｎ

ｎ
ｎ
ｎ
咽
Ｐ
ｔ
ｅ
ａ
‘
１
ａ
ｅ
Ｉ
ｆ
一
ｒ
ｅ
ｌ
１
△
Ｐ
ｅ

・
・
Ｗ
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｏ
ａ
ｕ
刀
Ｓ
‐
配
龍
確
山
〃
銅
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
－
Ｏ
ｒ
－
ｌ
ｎ
ｌ

ｎ
ｎ
０
、
）
ｇ
ｇ
‘
Ｋ
、
罰
１
０
．
ｔ
Ｓ
Ｃ
ａ
ｎ
，
ｉ
ｃ
ｅ
ａ
Ⅱ
１
ａ
一
ｐ
Ｏ
ｌ
Ｏ
１
今
Ｇ
１
《

ｅ
ｅ
ｎ
Ｓ
ａ
ｂ
ｂ
Ｓ
，
ｊ
ａ
，
Ｊ
ｍ
ｒ
Ｓ
ｒ
Ｒ

Ｓ
ｇ
ｇ
ｋ
ｙ
・
Ｉ
ａ
ａ
一
ｕ
ｕ
ｊ
ｅ
ｈ
ｙ
ｕ
ｄ
ｅ
・
Ｚ
ｅ
皿
“
ｍ
ｅ
懇
“
ｍ
ｅ
配
〃
〃
・
皿
皿
叩
叩
詑
砿
頭
鎚
ｓ
ａ
ｍ
ｍ
ｌ
Ｓ
叩
一
ｐ
亜
ｕ
ｍ

ｕ
ｂ
ｂ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｚ
ｐ
，
、
７
１
，
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ｅ
Ｓ
，
ｌ
Ｆ
ａ
ｅ
ｒ
ａ
ｅ
Ｓ
ｕ
ｕ
ｄ
ｙ
ｒ
ａ
ｒ
ｅ
Ｏ
０
ｎ
ｅ

、
。
ｕ
ｕ
Ｕ
‐
ｊ
ｅ
ｒ
ｒ
Ｓ
ａ
ｐ
宮
Ａ
ａ
ｐ
ｙ
ｅ
Ｓ
醒
醒
“
叩
”
唾
恥
即
晒
８
，
－
Ｆ
４
ｅ
－
ａ
ａ
‐
ｊ
ｕ
ｌ
ｌ
ｅ
－
ｌ
ｒ
ｏ

ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
ｐ
研
ａ
ａ
Ｓ
ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｅ
Ｏ
－
－
ｅ
ｊ
Ｘ
ｄ
ｕ
ｎ
ａ
ｅ
Ｃ
Ｏ
ｅ
ａ
ｎ
ｒ
Ｏ
ｈ
ｔ
Ｒ
ｅ
亡
Ｒ
ｎ
ｅ
〃
１
ａ
・
Ｊ
ｊ
Ｓ
Ｔ
ｆ
－
ｔ
ｅ
－
ａ
Ｏ
Ｐ
ｎ

ａ
０
０
◇
ａ
Ｃ
Ｃ
ｎ
ｎ
ｕ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｎ
Ｓ
ｊ
ｄ
ｏ
Ｏ
ｔ
〃
ａ
ｔ
ｎ
ａ
ｈ
Ｃ
ｅ
ｍ
Ｏ
ｙ
ｐ
ｐ
Ｃ
ｆ
Ｏ
ｉ
・
ｊ
ｕ
ａ
ｌ
ｔ
ｍ
ｒ
ｎ
、
２
ｉ
一
ｅ
ｔ
－
ｅ
ｂ
Ｓ
Ｗ

弛
捗
砕
睡
帥
伽
伽
錘
岬
砕
麺
岬
や
恥
岬
恥
恥
却
岬
岬
い
ぃ
唖
吋
岬
吋
唖
睡
鉦
堀
畑
地
睡
睡
岬
唖
型
岬
恥
》
幽
栖
唖
《
垂
》
》
岬
哩
》
一
睡
》
》
祁
唖
睡
恥
岬
岬
》
〉
柚
岬
晒
州
岬
呼
岬
鋤
咽
唖
梱
恥
恥
鋤
》
緬
岬
岬
呼
一
岬
恥
一
岬
岬
祁
恥
岬

Ｃ
ｓ
ａ
ａ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｄ
ｔ
Ｃ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
ｙ
ａ
，
ｌ
ｊ
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
Ｓ
・
ｌ
ｅ
・
ｌ
ｈ
Ｊ
Ｏ
ｕ

ｌＯＰ

草本

ガ マ 属

ミ ク リ 属

オモダカ属

イネ科

カ ヤ ツ リ グ サ 科

ミズアオィ属

ユリ科，

ク ワ 科

サナエタデ節一ウナギッカミ節

タデ属イタドリ節

ソバ 属

アカザ科一ヒュ科

ナ デシ コ科

カラマツゾウ属

他のｷﾝボｳｹ科

ア ブラ ナ科

キジムシロ属近似種

他 のバ ラ科

マメ科

ツリフネゾウ属

ミソハギ属

ｷｶｼゲｻ属

セリ科

シ ソ 科

ヤェムグラ属一アカネ属

へ ｸ ｿ ｶ ス ﾗ 属

オミナエシ属

ヨモギ属

他のキク亜科

タンポポ亜科

シダ植物

単条型胞子

三 条型 胞子

樹木花粉

草本花粉

シダ植物胞子

花粉・胞子総数

不明花粉

伴することから、水田稲作が行われていたことが予想され、水田跡を支持する結果が得られた。
［古墳時代前期の周辺植生］

E地点の試料1～5？、H地点の試料1～7、I地点、K地点および溝(SD002)の1試料が古墳

－9－



表123K地点の花粉化石一覧表

和名 学名

K1－1K1－2K2－1K2－2K3－1K3－2K4－1K4－2K5－1K5－2K6－1K6－2

一
一
一
一
一
一
５
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
１
２
５
－
３
２
一
一
一
１
－
－
－
１
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
１
１
５
一
一
一
一
１
－
１
１
一
一
一
一
１
－
－
１
－
－
１
一
一
一
２
２
一
一
５
６
－
４
７
１
２
５

２

－
３
２
－
２
３
６
２１上

●

－
１
一
一
一
１
－
８
一
一
一
一
一
一
２
－
３
４
２
－
４
－
７
２
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
５
一
一
一
一
一
２
－
－
３
５
一
一
一
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
７
３
４
－
７
１
－
６
１
８
５
２

１
一
一
３
鯛
卯

２１

－
２
一
一
一
１
１
１
一
一
一
一
一
２
１
－
－
３
－
３
７
１
４
一
一
一
一
一
一
１
－
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
２
４
一
一
一
一
１
－
３
－
３
－
１
－
４
－
２
一
一
一
一
一
一
一
７
１
９
－
８
６
－
８
８
４
０
７

１

３
１
－
２
１
－
３
７
４
６１

－
２
２
－
５
－
５
３
１
１
－
２
－
３
０
１
１
４
４
２
６
１
１
９
－
－
１
－
－
１
２
３
一
一
一
１
２
－
－
１
－
１
－
一
一
一
一
２
９
－
０
－
－
７
’
１
１
５
１
－
－
７
一
一
一
２
一
一
一
一
一
４
９
１
－
５
１
－
５
９
６
０
７

３
１
１
２
１
３
２
２
０
１
－
２
１
－
１
５
３
１
－
２
３
６

３

２
１
５
１
１
２
４
７
５
－
１
１
３
３
４
－
３
９
７
６
１
１
８
４
２
１
一
一
一
１
２
５
一
一
一
４
－
１
一
一
一
１
－
一
一
１
５
７
８
－
５
１
－
６
－
－
２
７
一
一
１
７
－
１
－
１
－
２
－
１
－
９
５
１
－
１
７
－
６
０
８
４
３

２

１
１
０
３
１
１
４
３
１
２
１
１
１
０
８
１
２
２
３
２
１
－
４
２
－
０
７
６
４
１

１

１

７
－
５
９
５

２
２
４
－
３
２
７
３
６
－
－
１
３
１
６
－
２
８
４
４
７
１
７
６
－
－
４
－
１
４
３
０
一
一
一
３
１
２
１
一
一
一
一
１
１
１
３
２
０
－
３
１
’
８
－
１
２
３
一
一
一
３
２
－
－
１
－
２
一
一
１
２
３
３
－
４
５
－
８
３
９
０
７

１

１

３
３
１
８
１
１
５
１
－
３
３
－
７
０
６
５

－
２
３
６

２

１
７
２
－
０
１
２
８
５
１
－
－
１
－
６
－
５
２
９
１
３
１
４
８
１
一
一
一
一
一
４
０
１
－
－
１
－
４
一
一
一
一
一
１
－
１
２
１
６
４
５
－
－
５
－
５
８
４
一
一
一
４
－
２
－
２
１
２
一
一
一
８
９
８
－
８
９
－
８
８
７
３
９

１
１
７
１
１
１
１
１
４
２
１
１
５
５
２
１
１
１
１
１
－
７
４
－
８
５
２
７

４
－
２
６
１
０

－
２
３
－
３
５
５
７
１
一
一
一
一
２
７
－
２
０
６
０
８
３
６
４
３
－
１
一
一
一
３
０
２
－
１
３
－
４
一
一
一
一
一
一
一
一
１
８
３
－
２
一
一
１
－
１
－
３
－
１
－
－
１
一
一
一
一
一
一
一
１
２
４
８
－
０
７
－
１
６
７
４
９

１

１

３
１
１
１
３
１
１
１
０
１
５
－
５
３
－
０
０
８
９

２

’
２
３
５

２
２
３
－
６
３
６
５
２
１
１
１
３
１
９
－
１
９
８
２
８
１
６
７
－
－
１
ざ
一
一
１
３
’
１
－
１
－
１
一
一
一
一
一
一
一
一
４
０
５
－
２
－
１
７
－
１
４
９
－
３
１
６
－
１
３
－
－
４
１
－
－
２
０
９
－
２
３
－
５
３
５
３
２

１

６
１

２
２
２
１

１

１
１
５

３
２
１
１
－
４
３
－
５
０
７
３
１

６

－
２
８
１１

１
１
２
－
２
２
０
５
６
７
－
－
３
３
４
－
３
３
１
０
３
－
３
１
１
－
－
－
３
－
２
５
一
一
一
３
－
２
－
１
１
１
－
一
一
一
１
５
３
－
２
－
－
３
１
－
１
一
一
一
一
一
３
１
－
４
一
一
一
一
一
３
４
一
一
０
８
－
９
１
８
８
９

１
３
２
４
１
３
１
１
３
６
１
１
－
８
５
－
６
１
３
１
１

２

－
２
３
１
７

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
１
１
一
一
一
一
２
－
－
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
５
－
１
７
５
３
２

１

一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
５
－
１
１
－
２
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
６
４
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
１
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
４
３
－
１
３
７
１
４

－
１
１
－
１
１
２
５

ｎＯｕａ

Ｓ
Ｃ

●
。
〃
△

Ｏ
ｅ

Ｓ
Ｓ
ｎ
ａ

ｕ
ｐ
・
ｌ
ｅ

ｎ
Ｏ
９
ｎ
Ｃ

ａ
ｎ
Ｃ
ａ

’
１
ａ
Ｆ
〕
、
、

、
ａ
宙
』
ａ
－
ｔ

Ｏ
ｈ
》
ａ
十
〕
ａ
ｎ

ｊ

Ｏ
ｂ
ｒ
・
ｌ
ａ
ａ

ｙ
ｄ
ｏ
Ｏ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｓ

Ｘ
・
１
１
ｔ
ａ
ａ
Ｏ
ｅ

岬
恥
ｅ
恥
・
郵
如
詮
皿
距
一
一
印
皿

ＯＪ

Ｓ

Ｄ
今
ｎ
ａ

ａ
ｖ
け
。
〃
ｒ
一
ｃ
一
屯
１
、
ご

印
ｍ
－

Ｄ
ｇ
ｊ
４

Ｄ
１
ｊ
ｒ
ａ
ｔ
・
ｅ
ｅ
ａ
－
，
１

．
Ⅷ
昭
鈍
函
印
卵
迦
、
脂
此
Ｐ
丞
函
皿
・
必
“
、
一
配
ｅ
一
肥
加
＆
即

ｎ
ｏ
マ
Ｊ
（
Ｕ
Ｅ
）
Ｅ
）
、
Ｋ
ｎ
ｏ
ｅ
Ｓ
ｅ
・
ｅ
Ｃ
Ｃ
ｅ
Ｏ
Ｄ
・
１
ｅ
一
ｏ
ｒ
一
、
１
，
‐
上

ｅ
ｎ
Ｓ
ａ
、
Ｄ
、
，
Ｓ
７
Ｊ
ａ
〃
ｒ
ａ
ｓ
Ｓ
十
Ｕ
Ｃ
ａ
ｎ
ｅ
ａ
ｕ
一
、
１
ａ
一
ｐ
凸
０
－
０
勺
上
ｅ
画
１

ｓ
ｇ
ｋ
ｙ
・
Ｉ
ａ
ａ
一
ｅ
．
』
ｅ
、
ａ
ｅ
ａ
Ｃ
ａ
１
▲
ｍ
ｕ
ｅ
ａ
ｒ
〃
ｕ
ｒ
－
Ｓ
ｐ
－
ｐ
ａ
、
１
Ｏ

訓
訓
・
馳
左
如
血
、
ｃ
ｃ
ａ
ｅ
・
皿
・
画
罪
函
ａ
・
画
醍
配
ｅ
叩
罪
、
狐
、
叩
ｍ
ｅ
醒
妬
ａ
矩
０
－
必
・
廻
山
加
一
ｅ
Ｓ
－
１
配
皿
ｐ

”
”
Ｓ
ａ
ｐ
Ａ
ｙ
ｅ
Ｓ
ａ
ｓ
Ｏ
ｅ
ａ
ｓ
〃
一

ｕ
、
、
ｎ
．
ｔ
ｒ

ｍ
訓
佃
・
皿
咋
ａ
Ｓ
ａ
ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｅ
Ｏ
－
－
Ｘ
ｄ
ｕ
ｒ
ｕ
ｎ
Ｃ
ｅ
ｕ
ｕ
ａ
－
ｎ
ａ
ｅ
Ｃ
ｍ
Ｏ
ｅ
ｅ
ａ
ｎ
Ｏ
ｈ
Ｏ
ｔ
Ｒ
ｅ
ａ
ｎ
ｅ
・
ｊ
ｉ
ｇ
ｕ
Ｓ
Ｔ
ｆ
－
ｔ
ｅ
－
ａ
Ｏ
Ｐ
ｍ

ａ
０
０
・
ａ
Ｃ
ｎ
Ｃ
ｎ
ｕ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｎ
Ｓ
ｏ
ｏ
ナ
レ
ｔ
Ｔ
Ｊ
ｅ
ａ
ｓ
Ｃ
Ｘ
ｎ
ｎ
Ｔ
ｊ
－
ａ
ａ
ｆ
し
ｎ
ａ
ｅ
０
ｎ
Ｃ
Ｃ
ｅ
Ｏ
〃
、
今
、
、
Ｄ
Ｃ
穴
ｒ
ｅ
．
ｌ
‐
ｌ
ａ
－
ｇ
１
１
ａ
〃
、
．
』
．
ｌ
一
ｅ
ｔ
－
ｅ
、
Ｄ
Ｓ

唖
咋
》
》
睡
鉦
》
岬
吋
恥
州
恥
恥
掘
岬
岬
麺
岬
》
》
》
《
》
恥
岬
鋤
細
袖
礎
》
唖
翻
恥
袖
姓
吋
岬
恥
》
岬
岬
》
一
睡
》
婚
》
岬
恥
掘
唖
恥
恥
唖
趣
函
岬
《
鋤
州
伽
恥
》
恥
晒
岬
岬
皿
酎
軸
》
銅
岬
唖
一
岬
恥
一
睡
岬
》
姻
岬

１０

Ｐ
属、

ノ

科
ジ

キ
節
ン

ノ
ミ
ニ

ヒ
カ
ネ

属
節
ッ
属
ガ

科
ミ
属
属
属
オ
ギ
ネ
リ

属
ヤ
ル
ダ
属
亜
キ
ノ
ナ
カ
ツ

亜
ガ
ク
サ
亜
シ
属
ノ
ラ
ウ
科
科
属
ア
ー

束
１
ヌ
ー
ア
ラ
ガ
キ
ク
属
属
科
ト
’
１
属
ゲ
属
タ
｜
属

管
明
属
イ
属
属
一
ナ
カ
ヤ
ム
属
ワ
属
一
カ
サ
属
キ
節
上
ウ
ウ
ウ
属
シ
属
ロ
科
科
一
数子総

維
・
不
キ
｜
属
ミ
ミ
属
属
属
属
コ
ア
属
ケ
｜
ウ
シ
属
科
属
属
属
属
属
ギ
ー
ダ
属
グ
属
イ
ブ
デ
｜
科
ソ
ポ
科
ソ
サ
ノ
属
ラ
ク
亜
亜
一
子
子
一

胞
子

属
複
く
マ
科
属
モ
ル
属
ル
デ
ミ
キ
キ
属
属
キ
｜
属
ョ
属
ガ
キ
ギ
属
キ
属
キ
科
属
科
キ
コ
ミ
ッ
ー
属
モ
カ
リ
サ
オ
科
イ
タ
科
．
シ
ン
ナ

群
部
郡
却
吐
諏
祁
圭
部
門
》
轟
抄
韮
》
辱
い
抑
心
魂
奉
奉
祁
却
圭
一
》
雑
毒
一
一
》
母
飛
唖
鈎
》
弄
必
一
榊
挿
曇
一
蓉
却
到
雷
》
串
押
袖
弄
銅
湖
癖
認
準
識
轟
唖
痔
櫓
毒
開
翻
心
》
》
罪
》
》
》
一
》
端
一
一
》
一
一
岬
軸
《
榊
岬

時代前期に相当する。XⅢ～XV層K地点)の堆積期には弥生時代後期と同様、主に照葉樹林とスギ

属林が成立していたものと考えられる。しかし、XI～XII層(I地点)の堆積期には、スギ属、イチ

イ科一イヌガヤ科一ヒノキ科などの針葉樹が多産する傾向が各試料でみられ、およそXI～XII層の

堆積期がアカガシ亜属などの照葉樹に代わって、スギ属などの針葉樹が徐々 に分布域を拡大する時期

なのではないかと思われる。一方、遺跡付近では、イネ科が高率で出現し、オモダカ属、ミズアオイ
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表124L地点の花粉化石一覧表

和名 学名

L1－1L1－2L1－3L2－1L2－2L2－3L3－1L3－2L3－3L4－1L4－2L4－3

１
２
１
５
－
２
２
７
１
一
一
１
６
４
－
２
０
９
０
７
６
８
９
３
一
一
一
１
－
５
４
－
１
一
一
一
１
一
一
一
２
－
一
一
一
１
８
４
２
一
一
一
５
－
４
１
１
１
－
２
－
－
３
－
－
８
１
一
一
一
一
９
４
１
－
－
６
７
－
０
５
３
８
４

３
１
１
３
２
２
２
８
５
３
５
－
３
０
９
２
１

－
２
３
６

３
６
５
５
－
７
８
０
２
一
一
一
３
８
－
－
３
５
４
２
４
５
９
７
１
一
一
一
一
一
５
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
１
－
１
５
２
３
－
１
－
６
－
９
１
４
４
１
５
－
２
４
－
－
２
一
一
一
一
一
８
３
４
－
１
０
５
－
４
６
６
６
５

６
１

１
１
３
５
５
２
０
１
２
３
４
４
３
－
２
９
７
９
１

５
１
－
３
７
１

－
１
一
一
一
４
１
１
－
１
－
１
１
２
－
１
５
１
２
９
２
６
１
１
一
一
一
一
一
２
４
一
一
一
１
－
１
－
－
１
一
一
－
１
－
－
６
４
５
一
一
一
２
１
２
１
１
－
－
１
－
－
１
１
’
２
一
一
一
一
一
４
１
１
－
１
７
４
－
９
４
２
５
５

２
４
４
－
４
５
９
９１

１
１
２
３
－
７
３
６
－
１
一
一
１
９
－
２
２
８
０
９
１
２
８
９
１
－
２
一
一
２
４
１
－
－
１
一
一
一
一
一
１
－
２
－
－
２
５
９
３
－
１
３
４
１
９
２
６
１
１
一
一
一
４
－
－
０
－
１
－
－
－
６
８
一
一
－
３
４
－
７
８
７
２
７

２
１
３
８
６
２
９
８
３
０
０
－
１
９
０
２
２

２
１

１
１
－
３
５
２
１

一
一
一
１
－
２
１
１
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
２
２
－
４
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
３
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
０
０
－
４
６
０
０
２

１
１
－
１
２
４

一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
１
－
２
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
１
２
一
一
一
一
一
一
２
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
１
－
－
８
９
－
６
０
７
３
７

－
２
１
４

１
５
２
５
１
－
０
８
一
一
１
－
３
７
－
２
２
３
８
９
－
０
５
２
一
一
一
一
一
一
７
一
一
一
１
－
１
一
一
一
一
一
一
一
１
－
１
０
８
－
１
１
６
－
１
１
－
－
１
一
一
一
６
－
－
２
－
－
１
－
－
７
２
１
－
－
７
５
－
３
０
２
５
１

６
２
１
１
５
２
１
１
５
１
１
－
４
２
３
９
１

２

－
２
３
５

１
８
３
１
－
２
７
６
２
－
４
－
３
９
－
７
２
２
８
３
４
７
２
１
一
一
一
一
一
８
６
３
－
－
１
－
２
－
－
－
１
一
１
－
－
１
５
５
５
－
－
１
３
－
５
３
１
一
一
一
一
一
４
－
－
３
一
一
一
一
一
６
７
一
一
－
２
８
－
３
０
０
３
４

１
１
８
７
３
２
６
１
５
１
１
２
３
０
３
３
－
９
０
７
６
１

－
５
５
１

３
１

－
６
２
５
３
２
０
７
一
一
一
一
３
９
－
４
６
５
０
１
１
８
２
５
－
１
一
一
一
３
２
一
一
一
一
一
３
３
－
－
１
－
一
一
一
２
３
７
５
－
－
２
４
’
１
－
１
－
－
３
一
一
１
２
１
１
－
１
－
－
－
３
７
７
－
－
２
５
－
２
１
７
０
５

１
７
３
３
１
３
４
２
１
２
２
３
１
３
２
１
－
３
２
－
５
８
５
９
３

７
－
３
８
２

１
２
－
２
－
２
６
３
１
－
－
１
－
７
一
一
９
３
４
４
８
０
３
４
一
一
一
一
１
１
７
一
一
一
２
１
１
一
一
一
一
一
２
－
－
４
１
５
６
－
１
３
４
－
５
－
９
１
－
２
－
－
１
－
－
３
－
１
－
－
１
７
９
一
一
－
３
８
－
３
５
１
９
０

１
３

１
１
１
３
４
３
６
９
６
５
－
２
７
２
１
１

２

－
２
４
１
８

－
－
２
－
－
９
４
２
９
一
一
一
一
９
－
１
４
８
８
５
２
５
３
１
一
一
一
一
１
３
２
－
－
－
５
一
一
一
１
－
３
－
一
一
一
一
９
３
８
－
１
－
２
－
２
２
一
一
一
４
－
１
２
２
－
５
－
－
１
一
一
９
３
２
－
－
３
６
－
７
６
９
２
４

２
２
２
１

２

１
９
３
９
０
－
９
８
９
８

３

１
－
１
４
１
８

－
１
－
１
１
６
９
－
１
一
一
一
１
－
－
２
３
７
７
０
２
８
６
一
一
一
一
一
一
２
８
一
一
一
１
－
１
１
－
－
１
－
一
一
一
１
２
４
５
一
一
一
一
一
３
３
３
１
２
５
１
－
－
２
－
３
一
一
一
一
一
９
０
０
－
－
６
３
－
９
４
９
２
７

２

８
２
２
１
１
－
０
１
－
１
８
１
２
１

１
１
－
１
１
２
５

ｎＯｕａ

Ｓ
Ｃ

・
１

０
ｅ

Ｓ
Ｓ
ｎ
ａ

ｕ
ｐ
．
ｌ
ｅ

、
Ｏ
、
、
Ｃ

ａ
ｎ
Ｃ
ａ

７
１
ａ
Ｅ
ｈ

ｎ
ａ
Ｔ
ｊ
一
ｔ

ｏ
○
ｂ
ａ
ａ
ｎ

ｊ

Ｏ
ｂ
・
ｌ
ａ

ｙ
ｄ
ｏ
ｒ
ｒ
Ｓ

Ｘ
‐
１
１
ａ
ａ
ｅ

一
１

０
ｅ
ｒ

唖
恥
ｅ
・
郡
師
函
ｅ
－
１
一
ｎ
Ｏ

ｊ

Ｓ

ｐ
今
ｎ
ａ

ｍ
一
Ａ

一
肥
助

ａ
ｙ
ｈ
ｒ
－
Ｃ

Ｄ
‐
ｌ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｅ
ａ

肋
一
妬
ｅ
一
即
皿
＆
ｎ

ｎ
一
ざ
ナ
レ
ｎ
ｎ
Ｖ
ｎ
Ｓ
Ｄ
４
ｅ
ａ
ｌ
４
ａ
ｅ

・
Ｗ
ｕ
ｓ
ｅ
ｅ
Ｏ
ａ
ｎ
ｕ
ａ
ｅ
ｕ
勺
Ｊ
ａ
〈
ｒ
一
ａ
ｒ
ｅ
一
勺
上
ｐ
今
ｅ

ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｊ
ｎ
〕
度
）
律
邑
，
Ｋ
〃
Ｏ
ｅ
Ｓ
・
ｅ
Ｃ
Ｃ
７
１
ｅ
ｅ
ａ
・
１
ｅ
一
ナ
レ
０
ｒ
一
司
止
ｎ
ｌ
上

Ｓ
ｇ
ｋ
ｙ
ｊ
ａ
ａ
－
ｕ
ｕ
・
Ｉ
ｅ
ｈ
ｄ
ｅ
Ｓ
・
ｌ
ｅ
〃
０
ａ
ｅ
ａ
Ｃ
ａ
ｌ
〃
ｕ
ｅ
ｔ
ａ
ａ
ｒ
ａ
吻
叩
叫
圃
一
”
印
加
一
ｍ
型
地
肌

ｅ
ｎ
Ｓ
ａ
ｂ
ｂ
Ｓ
１
ａ
ｒ
ａ
ｓ
ｎ
ｔ
Ｃ
ａ
ｎ
．
Ｊ
Ｃ
ｅ
ａ

ｕ
ｂ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｚ
ｐ
ｎ
Ｃ
ｉ
Ｃ
ａ
ｅ
Ｓ
ｕ
ｔ
‐
Ｉ
ｅ
ａ
ａ
．
’
ｅ
ｉ
ｌ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｅ
‐
１
ｎ
ｅ
ａ
ｂ
Ｏ
－
Ｓ
一
ｅ
ｌ
ｐ

叩
ｕ
Ｕ
ｉ
ｅ
師
Ｓ
錘
咽
Ｓ
Ｓ
Ｓ
函
叩
一
乳
咋
晒
、
妬
配
加
配
函
”
皿
ａ
一
．
、
深
錘
函
牢
、
”
吐
距
Ｓ
ｍ
”
〃
恥
匪
潅
恥
、
即
騨
逓
昭
距
胞
即
或
・
皿
、
卸
一
・
廼
睡
ｅ
一
皿
吐
即
ｎ

ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｎ
Ｓ
Ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
Ｏ
ｅ
ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｘ
ｎ
ｌ
－
ａ
Ｏ
ａ
ｔ
ｎ
ａ
Ｊ
ｅ
ｈ
ｅ
〃
ｐ
ｐ
Ｃ
ｆ
Ｏ
ｉ
・
Ｊ
ａ
ｌ
ｔ
ｔ
Ｏ
ａ
Ｏ
・
Ｉ
ｉ
一
〃
ｅ
ｔ
－
ｅ
ｂ
Ｓ
Ｗ

Ｃ
ｓ
ａ
Ｓ
Ｓ
血
ｍ
ｃ
Ｘ
函
叱
即
死
、
加
胞
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
Ｓ
・
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
ｕ
Ｓ
ｊ
ｈ
ｉ
ｕ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
ｅ
－
ａ
ｇ
〃
〃
ｔ
ｉ
ｒ
ｅ
ｊ
Ｃ
ｃ
Ｘ
ｕ
Ｏ
Ｏ
‐
Ｊ
ｒ
ｉ
Ｐ
ｒ
ｍ
ｔ
ｒ
ｌ
Ｓ
ａ
Ｓ
‐
じ
〃
〃
ｒ
’
一
・
ｌ
ｌ
ｅ
－
ｒ
ｒ
ｅ
ｌ
Ｏ

恥
岬
睦
翻
恥
睡
恥
砕
軸
畑
恥
岬
砲
唖
恥
趣
伽
岬
唖
唖
唖
唖
岬
吋
恥
岬
恥
砲
睡
や
》
岬
岬
恥
皿
唖
恥
榊
坤
伽
睡
一
妙
趣
恥
唯
》
蜘
咋
恥
如
岬
岬
睡
御
地
恥
砲
岬
皿
唾
恥
岬
恥
軸
恥
唖
唾
唾
鋤
岬
蛇
恥
呼
一
秒
岬
皿
一
伽
岬
和
恥
岬

ＩＯＰ

科

キ
節
ノ
ミ
ヒ
力
属
シ

科
ミ
属
属
属
ギ

属
ヤ
ル
ダ
属
亜
キ
ナ
種

亜
ガ
ク
サ
亜
シ
属
ノ
ウ
科
科
似
属

束
ｊ
ヌ
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支持する結果が得られた。他に、遺跡付近の栽培状況としてハス属、ソバ属の栽培の可能'性が考えら

れる。ハス属は試料K5-1から出現しており、XIII層堆積期に栽培されていた可能性があるものと思

われる。ソバ属は試料12-1，13-2，15-1で出現しており、XII層堆積期から栽培が始まった可能

'性があるものと』思われる。
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図186E地点（試掘調査坑東面、微高地）の花粉化石分布図
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図188H地点（北排水溝の南壁）の花粉化石分布図
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図189I地点とSD02V(溝最下層）の花粉化石分布図
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図190K地点の花粉化石分布図
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ｌ
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ボ
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ダ
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■
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ノ
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ｌ
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■
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草
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．
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』
炉
司
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２
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３
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Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
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0100％（。：1％以下）

(樹木花粉は樹木花粉総数，草本花粉・飽子は範花粉・胞子散を基数として百分率で算出した）

図191L地点の花粉化石分布図
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［古墳時代中期の周辺植生］

F地点の試料3が古墳時代中期に相当する。周辺にはスギ属やイチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科と

いった針葉樹を主とした森林が成立していたものと思われる。アカガシ亜属、シイノキ属からなる照

葉樹林はかなり林分を狭めたのではないかと思われる。

［中世の周辺植生］

F地点の試料1，2，4，5が中世に相当する。中世になると周辺はスギ属林がかなりの林分を占

めていたのではないかと思われる。他に、マツ属複維管束亜属、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科な

どの針葉樹やコナラ亜属などの落葉樹、アカガシ亜属、シイノキ属などの常緑樹も混じっていた。一

方、遺跡付近では水田稲作やソバ属の栽培が行われていたものと考えられる。

3．大型植物化石

a・試料と方法

大型植物化石の検討は、現地取り上げ試料277試料と洗い出し試料4試料(T8，9，10，12，13)

について行った。洗い出しに用いた各試料の記載を以下に示す。なお、T8については花粉化石群集

の検討も行われた。

T8:SD02V(溝、XIII層）の最下層堆積物（シルト質粘土）で、時代は古墳時代前期。

T9:SC07VI炭化物集積地点、XV層）の覆土で、時代は古墳時代前期。

T10:SC031V(炭化物集積地点、XII層）の覆土で、時代は古墳時代前期。

T12:SC04V炭化物集積地点、XIIIl)の覆土で、時代は古墳時代前期。

T13:SC02V炭化物集積地点、XⅡI層）の覆土で、時代は古墳時代前期。

洗いだし試料についての大型植物化石の採集は、0.25nim目の箭を用いて水洗節分けをすることに

より行った。各試料の処理量は、T9が200ccでその他は100ccである。

b・結果

出土した大型植物化石の一覧を表125～表128に示した。以下に出土した大型植物化石の記載を示す。

a・現地取り上げ試料

Ill層から出土した大型植物化石：木本のみ2分類群が出土した。出土したのは、モモ、センダンであ

り、モモは多くの試料から出土した。

Ⅷ層から出土した大型植物化石：木本1分類群のみ出土した。出士したのはモモであった。

Ⅸ層から出土した大型植物化石：木本のみ4分類群が出土した。出土したのは、オニグルミ、コナラ

属、モモ、トチノキであり、トチノキは多くの試料から出土した。

X層から出土した大型植物化石：木本のみ3分類群が出土した。出土したのは、オニグルミ、モモ、

トチノキであり、トチノキは全試料（3試料）から出土した。

XI層から出土した大型植物化石：木本2分類群、草本3分類群が出土した。木本ではモモ、トチノ

キ、草本ではイネ、ツリフネソウ、ヒョウタン仲間が出土した。

XII層から出土した大型植物化石：木本7分類群、草本4分類群が出土した。木本ではカヤ、オニグ

ルミ、コナラ属、クリ、モモ、トチノキ、エゴノキが出土し、モモは大半の試料から出土した。草本

ではイネ、カナムグラ、ツリフネソウ、ノブドウが出土し、イネは多くの試料から出土し、ノブドウ

もやや多く出土した。
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表125大型植物化石一覧表①（数字は個数、（）内は半分または破片の数、Bはかみあと）
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層位
遺構．
地区

試料
番号

分類群と個数

一
室
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅷ
一
Ⅷ
一
Ⅸ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
Ⅸ
一
Ⅸ

一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
『
一
一

一
Ⅸ
一
Ⅸ
一
Ⅸ
一
Ⅸ
一
Ⅸ
一
Ｘ

。
』
一
』
由
』

一
一
一
一
一
一

■■一一一一一一

X

一
一
一
一
『
一
『
『
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
Ｘ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
刈
一
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
』
字
』
画
画
』
一
』
画

垂
垂
二
】
二
二
二
】
一
一
二
卓
ご
】
卓
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
Ⅷ
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

二
』
。
一
一
戸
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
二
『
二
口
一
二
一
－

２
－
２
－
４
－
２
－
２
－
２
－
２
－
４
－
３
－
９
－
６
－
８
－

Ｄ
－
Ａ
－
Ｂ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｄ
－
Ｆ
－
Ｄ
－
Ｅ
－
Ｄ
一

一
一
』
再
一
画
一
一
室
』
一
』

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一

二
二
一

一
一
一

一
８
－
６
一

一
Ｇ
一
Ｇ
－

一
一
一

D10

ー ー一 ーー 一ー ーー ■■

C 7
ー 一一 一一 ー一 ーー ■■

D10

ー 一一 ー一 一一 一ー ■■

D10

一
一
『
一
二

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
３
－
３
－
９
－
８
－
４

－
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｄ
－
Ｃ
－
Ｂ

－
一
一
一
一

画
一
二
一
一

ー 一一 一一 ー一 ーー ■■

C5～B5

卓
一
卓
室
・
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
３
－
７
’
６
－
４
－
８
一

一
Ｄ
－
Ｇ
－
Ｇ
－
Ｂ
－
Ｈ
一

一
一
一
一
一
一

一
一
二
一
二
二
水田域

二
一
・
己
二

一
一
域
一
域
一
域
一
域

－
５
－
田
一
田
一
田
一
田

一
Ｉ
一
水
一
水
一
水
一
水

一
一
一
一
一

一一一一一－一一ー＝

域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域

田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田

水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

108

109

110

111

112

113

114

115

117

226

252

260

324

247

249

116

118

122

175

187

199

217

255

119

128

264

107

121

212

263

267

274

129

131

134

135

137

138

144

147

151

154

158

163

168

169

171

182

186

188

192

193

核
一
核
一
核
一

一
一
一

、
一
、
一
、
一

モ
ー
モ
ー
モ
一

一
一
一

モ
ー
モ
ー
モ
ー

ー
一
一

モモ、

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

１
－
１
－

(1)
一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

核 、1
一一一一－一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一

モモ、核、(5)…約1個分
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一ー一一一一一ー一一一一一一一一一－一一一一一ー

モモ、核、1

モモ、核、(4)…1個分未満

一
一

１
－
１
一

一
一

核
一
核
一

一
一

、
一
、
一

窪
一
垂
一

一
一

モモ、核、3

センダン、核、(2)…1個分未満

センダン、核、’
一一一一一一ー一一一ーーー一ー一一ーーー一ーーーー一一ー一一ー一一一一一一一一一一一一一－一一ー

核
一
核
一
核
一
旗
ネ
ネ
ー
ネ
ー

、
一
、
一
、
一
、
ノ
ノ
ー
ノ
ー

モ
ー
モ
ー
モ
ー
モ
チ
チ
ー
チ
ー

モ
ー
モ
一
モ
ー
モ
ト
ト
ー
ト
一

一
一
一

一
一

(1)
－
１
一

一
一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 － 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一一一一

1
一一一一 一一一一一一一一

(1)
一
一

一
１
一
一

一
１
－
１
一

一
１
－
１
一

一
く
、
一
一

一
、
子
一
、
一

一
子
種
一
子
一

１
－
１
種
幼
一
種
一

オニグルミ、核、1

一一

一一一一一一一一一一一一一一

一
一

一
一

一
一
一
一

分
一
一

個
一
一

５
一
一

２
一
一

約
一
一

ｊ
一
一

●
一
一

●
一
一

●
一
一

一
い
－
１
一

一
一

、
一
、
一

子
一
実
一

種
一
果
一

ネ
ー
属
一

ノ
ー
一
フ
ー

チ
ー
ナ
ー

１
ｒ
一
コ
一

一
一

核
一
キ
ー
核
一

、
一
ノ
ー
、
一

モ
ー
チ
ー
モ
ー

モ
一
、
卜
｜
モ
ー

ー
一
一

トチノキ
一一一一－一一一一一

Bl
一一一一一一一一一－一一一一一ー－ー一一ーーーー一一ー一一ー一一一一

種子、1（1）
一一一一一一一一一一一一ー一ーーー一一ー一一ーー一ー一一ー－－ーーー

(1)
一一一一－一一一一一一一一一一一一ー－ーーーー一一一一ーーーーーーー

種子、(2)…約1.5個分
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

二
二
一
二
｝
一
二
一
一
一
一

二
一
二
一
室
二
一
二
国
二
二
一
画
二
二
ロ

一
分
一
一
分
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
個
一
一
個
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
２
－
－
２
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
’
－
１
－
－
１
一
一
一
一
一
一

一
弛
為
一
一
叩
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
二
一
二
一
４
一
一
一
一
一
一

一
一
分
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

脚
包
一
竺
認
－
１
－
誕
巨
詞
一
》
Ｊ
１
御
一
－
１
－
岬
抑
－
２
鮒
一
一
剛
Ｊ
仙
服
－
２
壬
ｒ
耐
一
皿
一
Ｌ
ｊ
肝
一
Ⅲ

一
一
個
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
－

１
－

く
一

、
種
丁
種
一
種
－
０
－
種
一
種
一
仲
一
の
ニ
ウ
ー
２
－
１
－
旦
、
種
一
Ｂ
一
⑫
－
２
－
１
－
１
－
２
－
旦
２
－
Ｂ
－
ｑ
－
１
－
ｑ
－
１
－
ｕ
－
２
－
２

脈
北
一
核
ネ
ー
ネ
ー
核
一
ネ
ー
ネ
ー
伽
一
親
一
細
一
幌
一
恢
一
城
一
脈
北
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
一
恢
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
一
恢
一
核

グ
ノ
ー
、
ノ
ー
ノ
ー
、
一
ノ
ー
ノ
ー
ウ
ー
、
一
フ
ー
、
一
、
一
、
一
グ
ノ
ー
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、

昨
け
一
塞
げ
一
叶
一
垂
一
叶
一
け
一
陶
一
伸
一
州
一
塞
一
毒
一
毒
一
昨
け
一
霊
一
言
褒
一
査
一
査
一
荏
一
垂
一
塞
一
垂
一
査
一
毒
一
霊
衰
一
垂
護
蓑

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

オニグルミ、

(多数)…約1～2個分

(多数)…約1～2個分

ウタン仲間、種子、45(4)
一一ー一一一一一一一ーー一一一一ーーーー－ー一一一一一一一一一ー 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー ■ ■

オニグルミ、

(2)…約1個分

層位
遺構．
地区

試料
番~号

分類群と個数

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ⅲ
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿

卑
軍
配
』
竜
画
中
』
画
』
一
』
』
』
ロ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
皿
一
皿

一
一

一
一
一
一

一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
皿

一
一
一
一

一
刑
一
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
Ⅲ
一
皿
一
刈
一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
Ⅷ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

宇
画
一
』
』
幸
』
一
二
画

一
一
一
一
一
室
二
一
一
一
一
二
一
一
一
二

一
皿
一
皿
一
皿
一
肌
一
皿
一
Ⅲ
一
肌
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
Ⅲ

一
』
』
画
』
草
室
一
一
一
一
一
一
一
二
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
皿
一
Ⅲ

域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域
一
域

田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田
一
田

水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水

一
一
一
』
』
一
一
』
一
一
一
一
』
幸
一

一
域
一
域

一
田
一
田

一
水
一
水

一
域
一
域
一
域
一
域

一
田
一
田
一
田
一
田

一
水
一
水
一
水
一
水

一
域
一
域

一
田
一
田

一
水
一
水

水田域

SD02IV

SD02IV

SD02IV

SD02IV

SD021V

SD021V

SD02IV

SD02IV

SD02IV

SD03IV

SD03IV

SD03IV

SD031V

地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地

順
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
順
一
鵬
一
順
一
鵬
順
一
鵬
一
順
一
鵬

一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一

地
一
地

鵬
一
鵬

194

202

205

209

213

215

220

224

225

233

234

237

238

239

248

257

258

259

265

266

268

269

270

271

275

83

94

166

177

173

197

201

261

262

172

184

240

241

159

149

9

10

88

91

97

98

103

120

133

136

139

141

一
一
一
》
二
》
一
一
一
一
｝
一
二
一
一

二
弓
一
一
一
一
勺
一
『
一

二
一
二
車
二
二
一
一
ロ
二
口

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
分
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
固
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
１
－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
約
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
，
一
一
一
一
一
一
一
一
一
満
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
●
一
一

一
陽
一
１
－
伽
一
一
①
一
蔵
一
一
一
ｊ
一
別
一
皿
－
１
－
一
睡
一
型
一
一
一
睡
一
知
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
弓
２
－
．
川
Ｊ
①
Ｊ
一
葎
一
畳
譜
一
Ｊ
①
ｊ
②
Ｊ
Ⅲ
－
１
－
①
一
恥
１
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
叩
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
１
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一
－
１
－
一

一
１
－
－
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
２
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
く
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
－
幼
一
旦
２
－
２
－
１
－
１
－
幼
丁
丁
一
ｕ
－
１
－
ｑ
－
Ｂ
Ｔ
－
８
、
－
２
丁
種
－
４
－
６
－
４
－
９
，
－
６
－
種
ｌ
－
５
－
ｑ
Ｔ
一
旦
１
－
ｕ
Ｔ
－
２
一
種
一
ウ
種
一
２
－
３
－
ｑ
丁
丁
－
３
－
Ｂ
－
１
－
Ｇ
－
Ｂ
－

核
一
糸
一
恢
一
核
一
核
一
核
一
幌
一
糸
一
核
一
核
一
核
一
棋
一
核
一
核
一
旗
一
親
好
一
穎
一
親
弘
一
穎
一
穎
一
穎
一
穎
婦
一
親
一
糸
穎
一
親
一
核
一
校
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
一
戊
一
初
弘
一
核
一
恢
一
核
一
核
一
核
一
旗
一
核
一
核
一
恢
一
恢
一

砿
一
Ｗ
一
砿
一
砿
一
磁
一
磁
一
砿
一
Ｗ
一
砿
一
砿
一
砿
一
磁
一
砿
一
罷
一
砿
一
体
魂
一
体
一
体
舛
一
伸
一
仇
一
伸
一
仇
銀
一
仇
凱
伸
一
仇
一
磁
一
罷
一
砿
一
砿
一
磁
一
砿
一
磁
一
砕
叩
舛
一
砿
一
碓
一
砿
一
鼠
砿
一
駕
砿
一
砿
一
睡
一
砿
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一
一

核
一
桃
一

一
一

、
一
、
一

モ
ー
モ
ー

モ
ー
モ
ー

(2)…約1個分

一ーーーーーー一ー一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一 一 ■ ■

(3)…1個分未満

(28)…約4～6個分
一
一

一
一
一
一

一
一

一
一

一
一

－
１
－

－
１
一

一
一(1)

モモ、核、(3)…約1.5個分
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

１
一
一

一
一

、
一
一

倣
一
１
－

脚
一
核
一

、
一
、
一

モ
ー
モ
ー

モ
ー
モ
ー

ー
一

オニグルミ、核、（1）
モモ、核

一一一一一一一一一一一一

(3)B1
一 一 － 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一I■

モモ、核、（7）

モモ、核、1(4)B2



表126大型植物化石一覧表②（数字は個数、（）内は半分または破片の数、Bはかみあと）

－16－

層位
遺構．
地区

試 料
番号

分類群と個数

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ⅲ
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
刈
一
皿
一
皿
一
刈
一
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

・
・
■
。
』
。
一
一
一
二
一

一
一
一

一
Ⅲ
一
刈
一
皿

一
一
一

一
一
一
一
一
二
一
室
一
二
一
一
『
弓
一
一
『
二
酉
一
二
二
・
二
一
口
二
一
一
一
一
一
室
二
一
一
二
二
一

一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
肌
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
Ⅲ
一
皿
一
皿
一
皿
一
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
一
，
一
ｍ
一
，
一
，
一
，
一
，
一
，
一
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｍ

画
』
室
一
室
二
一
一
一
一
』
一
一
』
二
一
一
二
』
一
』
二
一
二
一
一
一
一
』
一
一
二
二
一
一
一
一
一
口

ー一一一一一一

XIII

一
『
一
や
ロ
ロ
二
二
二
口
画

鋤
一
》
一
榊
一
榊
一
榊
一
鋤
一
趣
一
岬
一
鋤
一
録
一
癖
一
榊

一
再
』
画
二
』
』
』
一
』
一

＝一一一一一一－－－

地
一
地
一
地

順
一
鵬
一
順

一
一

。
。
■
二
。
■
■
■
■
■
『
■
■
■
■
■
『
■
■
■
■
■
“
口
卓
早
■
口
可
口
『
■
■
■
画
『
■
画
画

一
《
一
馳
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
一
枠
一
睡
一
碓
職
珊
職
珊
一
碓
一
岬
職
一
睡
祁
伽
鮒
耐
一
加
州
伽
伽
伽
耐
耐
耐
耐

一
室
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
二
』
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
』
二

SD02V

150

152

156

189

195

198

200

203

204

210

211

221

222

223

235

244

251

92

93

95

100

183

185

190

191

196

206

216

218

219

236

8

45

51

61

102

132

157

160

167

174

14

19

22

23

24

26

27

28

29

30

31

38

63

81

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
２
－

一
Ｂ
－

－
ｊ
－

－
３
ｌ

ｊ
－
く
一

α
－
３
一

一
一

核
一
幌
一

一
一

、
一
、
一

モ
ー
モ
ー

モ
ー
モ
一

一
一

一
一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
分
一

一
個
一

一
１
－

－
約
一

一
●
一

一
叩
一

２
－
列
二

一
く
一

Ｂ
一
一

，
１
Ｊ
ノ
ー
、
一

“
一
実
一

１
－
果
一

一
一

核
一
属
一

、
一
一
フ
ー

霊
一
汁
一

モモ、核、Bl
一一一一－一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

核
一
核
一

一
一

、
一
、
一

モ
ー
モ
ー

ー
一

モ
ー
モ
ー

ー
一

モモ、核、

コナラ属、

トチノキ

2
一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1B2

1(DBl
一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
ｊ
－
ｊ
－

－
１
－
１
一

一
く
一
く
一

一
一
一

一
、
一
、
一

一
実
一
子
一

一
果
一
種
一

モモ、核、1
一一－一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■

カヤ、種子、(2)…1個分未満

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

２
一
一
ｊ
一

旦
－
０
－

１
－
１
－
１
一

一
一
一

一
一
一

核
一
核
一
核
一

一
一
一

、
一
、
一
、
一

モ
ー
モ
ー
モ
ー

ー
一
一

モ
ー
モ
ー
モ
ー

ー
一
一
モモ、核、2（3）

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
満
一
一

一
未
一
一

①
一
蝿
Ｄ
一

、
一
●
弓
ノ
ー
、
一

子
一
ル
ー
、
一

種
一
⑫
一
睡

糸
一
幌
一
脚
一

ノ
ー
、
一
、
一

チ
ー
モ
ー
モ
ー

、
ト
ー
モ
ー
モ
ー

ー
一
一

核
一
核
一
核
一

一
一
一

、
一
、
一
、
一

モ
ー
モ
ー
モ
ー

モ
ー
モ
ー
モ
ー

1（2）

(2)…約1個分

1
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

３
－
一

Ｂ
－
－

ｊ
一
一

２
一
一

く
言
ｊ
一

１
戸
ｕ
一

一
一

核
一
核
一

一
一

、
一
、
一

モ
ー
モ
ー

モ
ー
モ
一

一
一

モモ、核、（1）
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一■■

モモ、核、(3)…約1.5個分
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一
国
ご
『
二
一
二
卓
酉
ロ
。
『
二
一
二
口
ロ
一
一
口
ロ
二
ロ
ロ
『
『
卓
『

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
鵬
一
一
一
一
一
一
一
幅
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
伽
一
一
一
一
一
一
一
約
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
唖
一
一
一
一
一
一
一
叩
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
１
－
一
書
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
ｊ
一
一
一
一
一
一
一
３
－
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
丁
一
一
一
一
数
一
一
一
一
一
一
一
一
一
旦
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
－
１
－
旧
一
坦
坦
一
修
一
Ｌ
一
一
一
一
一
塁
一
①
一
一
一
画
一
①
一
一
一
一
一
一
一
一

鐸
三
哩
評
一
癖
一
伽
一
脚
一
職
一
細
一
岬
一
掴
一
御
一
御
一
御
一
癖
一
脚
一
癖
一
脚
一
鐸
臓
臓
臓
臓
一
岬
臓
臓
臓
一
鐸
臓
一

、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
ノ
ー
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一

垂
一
言
一
言
一
垂
一
垂
一
霊
一
列
一
塞
一
垂
一
垂
一
言
一
言
一
霊
一
叶
一
塞
一
塞
一
塞
一
垂
一
塞
一
迂
垂
一
畳
一
言
一
言
一
塞
一
荏
一
霊
一
言
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(多数)…約1個分

(3)…約1個分

モモ､､核、3
ーーーーー一一一一ーーー一一一一一一ー一一一一一一一ー一ーーー一ー一一一一一ーーーーー一一一一ー

カナムグラ、種子、1（2）
タデ属、果実、1

ーーー一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一ー一ーーー一一一ー一一一一一一一ー一一一一一一一

モモ、核、1

層位
遺構．
地区

試料
番号

分類群と個数

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
二
一
一
一
一
酉
二
室
一

Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
肌
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ

ｐ
。
”
二
・
一
・
・
室
・
Ｐ
一
一
』
二
一
画
』
』
阜
室
一
室
・
一
一
一
一
一
二
一
幸

室
一
二
一
二
『
室
一
二
二
一
『
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一

一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ

画
一
二
一
二
一
一
一
Ｆ
一
室
一
一
二
二
一
』
一
室
草
』
二
一
二

Ｖ
一
Ｖ
一
Ｖ
一
Ｖ
一
Ｖ
一

一
一
一
一
一

二
一
一
一
二

２
－
９
－
８
－
６
－
５
－

０
－
０
－
０
－
０
－
０
一

別
一
別
一
別
一
肋
一
別
一

室
』
由
』
』

一
一
一
室
一
一
一
由
一
二
室
二
ロ
や
』
ロ
ロ
画
二
画
草
画
画
画
酉
。
・

地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地

鵬
一
鵬
一
鵬
一
順
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
順
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
順
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
舶
一
順
一
鵬
一
鵬
一
順
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
順
一
鵬
一
鵬

一
一
一
』
室
二
一
一
一
一
二
毒
一
』
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一

一一一一一一一一一屯

地
一
地
一
地
一
地

順
一
鵬
一
鵬
一
鵬

一
一
一

一ー一ーーーー一一I■

微高地

地
一
地
一
地
一
地
一
地

順
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
順

一
一
一
一

一一一一－一－一一■■

微高地

鈍
一
鈍
一
録
一
録
一
榊
一
榊
伽
伽
伽
伽
一
州
伽
一
岬

86

75

101

130

273

1

2

3

4

41

46

52

55

56

67

68

69

71

72

73

74

76

78

79

80

84

87

89

90

99

123

124

125

126

127

140

142

143

145

148

153

155

162

164

165

170

176

180

208

214

6

48

49

70

146

207

228

核
一
核
一

一
一

、
一
、
一

モ
ー
モ
ー

モ
ー
モ
一

Bl

二
一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

－
１
－

1（多数)…計約6個分
－ － － － 一 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一

炭化子葉
－ － － － 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一■■

イネ、炭化旺乳、1
－ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一■■

『
一
二
一
二
一
一
一
一
二
一
室
二
一
酉
亘
一
画
］
画
『
ロ
『
二
ロ
『
一
口
一
国
二
『
・
二
『
。
凸
二
二
卓
二
国
字
》
一
二
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
宇
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
分
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｊ
一
一
袖
一
一
一
一
一
一
帝
Ｊ
一
側
目
柵
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
Ｊ
一
一
一
Ｊ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
斗
一
一
一

一
一
一
卜
」
一
一
一
一
一
一
一
個
一
一
１
－
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ｊ
一
耐
一
巡
一
弘
一
一
而
一
ｊ
－
Ｍ
－
１
－
剛
一
州
一
ｊ
－
－
Ｌ
－
ｊ
－
ｊ
－
ｊ
－
ｊ
－
ｊ
一
①
一
Ｊ
一
ｊ
一
Ｊ
一
川
一
ｊ
一
一
一
一
一
伽
一
別
一
閥
一
別
一
耐
一
別
師
一
川
一
①
一
Ｌ
一
一
Ｌ
一
①
一
ｊ

Ｑ
－
１
砿
一
睡
１
－
１
－
２
－
３
－
４
砿
－
０
－
⑫
一
Ｂ
－
Ｇ
－
但
一
ｕ
－
２
－
Ｂ
－
１
－
ｑ
－
ｕ
－
ｕ
－
ｄ
－
０
－
２
砿
一
ｑ
－
１
倣
砿
－
０
－
１
－
２
－
２
－
２
－
２
－
２
－
２
－
ｕ
－
１
－
４
－
Ｇ
－
１
－
１
涌
一
２
－
Ｂ
－
３
－
３
－
Ｂ
－
１
－
１
－
ｑ

核
履
開
闘
一
幌
一
核
一
棋
一
核
一
旗
爵
一
睡
核
一
核
茂
一
核
一
核
一
恢
一
核
一
核
一
核
一
核
一
核
茂
一
核
一
幌
一
鮒
一
旗
一
旗
脚
一
鮒
一
核
一
核
履
一
核
一
核
一
桃
一
核
一
旗
一
核
一
核
一
核
一
墜
核
一
核
一
核
一
棋
一
核
一
核
茂
蔵
一
恢
蔵
一
旗

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
｛
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、

言
一
言
一
霊
一
言
一
霊
一
毒
一
査
一
垂
一
畳
一
塞
一
霊
一
霊
一
毒
一
言
一
霊
一
言
一
言
一
霊
一
霊
一
言
一
塞
一
垂
一
言
一
霊
一
霊
一
霊
一
霊
一
言
査
一
荏
一
垂
一
言
一
霊
一
査
一
霊
一
言
一
霊
一
言
一
荘
一
言
一
言
一
霊
一
言
一
査
一
塞
一
霊
一
毒
一
垂
一
霊
一
言
一
垂
一
言
一
霊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(13)…約1個分

一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■

)…1個分未満

(3)･･･約1個分
一一一一一一一一一一一一一一一一一

(2)…約1個分



表127大型植物化石一覧表③（数字は個数、（）内は半分または破片の数、Bはかみあと）

表128出土した大型植物化石（数字は個数、()内は半

分または破片の数）

XIII層から出土した大型植物化石：木本6分類群、草本3分類群が出土した。木本ではイヌガヤ、オ

ニグルミ、コナラ属、モモ、トチノキ、エゴノキが出土し、モモは大半の試料から出土した。草本で

はイネ、カナムグラ、タデ属が出土した。

xⅣ層から出土した大型植物化石：木本1分類群でモモのみが出土した。

－17－

層位
遺構．
地区

試料
番号

分類群と個数

『
一
一

Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ

Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ

－
一
』

』
一
一
二
『
｝
二
一
一
】
一
一
一
一
二
一
二

一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ

》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
Ｘ
ｌ
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
ｌ
Ｘ
－
Ｘ

二
』
一
一
幸
一
一
一
室
戸
一
一
』
二
一
』
室

一
二
一
一
一
一
重
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一

一
Ⅳ
一
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
一
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
一
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
ｌ
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
一
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ

』
一
』
百
一
一
一
一
幸
一
二
』
一
一
一
一
一
二
一
一
一
幸
一
一
一
一
一

NR01V

SC02V

NR01V

NR01V

ｰ一 ー一 一一 一一 ー■ ■

地
一
地
一
地
一
地
一
域
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地
一
域
一
地
一
域
一
地
一
地
一
地
一
地

鵬
一
鵬
一
鵬
一
鵬
一
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カナムグラ、種子、119(246）
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XV層から出土した大型植物化石：木本2分類群、草本3分類群が出土した。木本ではイヌガヤ、モ

モが出土し、モモは大半の試料から出土した。草本ではカナムグラ、ヒシ、ヒョウタン仲間が出土し、

カナムグラは試料178で多産した。

XⅥ層から出土した大型植物化石：木本1分類群、草本1分類群が出土した。木本ではモモ、草本で

はカナムグラが出土した。

XⅦ層から出土した大型植物化石：木本1分類群でモモのみが出土した。

b・洗い出し試料

T8(XIII層）から出土した大型植物化石：木本1分類群、草本20分類群が出土した。木本ではサン

ショウ属が、草本では、イネ、ホタルイ属、カナムグラ、イヌタデ近似種、シロザ近似種、カタバミ

属、スミレ属、エゴマ近似種、イヌコウジュ属またはシソ属、ナス属、メロン仲間などが出土した。

イネ、カナムグラ、イヌタデ近似種、シロザ近似種などが多産ないし目立った出土をした。

T9(XV層）から出土した大型植物化石：草本のみ4分類群が出土した。イネ、エノコログサ属、

ササケ属、ナス属が出土し、イネ、ササケ属が多産した。

T10(XII層）から出土した大型植物化石：木本1分類群、草本1分類群が出土した。木本ではクヌ

ギまたはアベマキが、草本ではイネが出土し、イネは多産した。

T12(XⅢ層）から出土した大型植物化石：草本4分類群が出土した。イネ、カヤツリグサ属、シロ

ザ近似種、カタバミ属が出土し、イネは多産した。

T13(XⅢ層）から出土した大型植物化石：草本1分類群でイネが多産した。

c・考察

［弥生時代後期の栽培・利用状況］

現地取り上げ試料のXⅥ、XⅦ層からは、モモとカナムグラのみが出土したが、モモは栽培植物と

考えられ、弥生時代後期には既に利用されていたものと考えられる。カナムグラは雑草として生育し

ていたものと,思われる。洗い出し試料のT9では、栽培植物としてイネ、ササケ属が出土しており、

モモと同様、弥生時代後期には既に利用されていたものと考えられる。

［古墳時代前期の栽培・利用状況］

現地取り上げ試料で出土したもののうち、栽培植物と考えられるものは、木本ではモモ、草本では

イネ、ヒョウタン仲間である。モモは古墳時代前期の各層、各遺構・地区で多産ないし非常に目立っ

た出土状況をしており、よく利用されていたものと考えられる。イネは主としてXII層の水田域から

目立った出土をした。他に、カヤ、イヌガヤ、オニグルミ、コナラ属、クリ、トチノキ、ノブドウ、

ヒシなども利用されていたのではないかと思われる。試料178(XV層)ではカナムグラが多産するが、

雑草として生育していたものと思われる。洗い出し試料で出土したもののうち、栽培植物と考えられ

るものは、イネ、エゴマ近似種、メロン仲間である。試料T8は溝SD02Vの堆積物であるが、溝

にはホタルイ属やヤナギタデ近似種などが生育していたものと思われ、溝付近の路傍のような乾燥し

た場所にカナムグラ、イヌタデ近似種､シロザ近似種､カタバミ属などが生育していたものと思われる。

［中世の栽培・利用状況］

Ⅲ層でモモが多産したが、モモは栽培植物であり、当時よく利用されていたものと考えられる。セ

ンダンはⅢ層のみから出土したが、栽培されていた可能性がある。
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d・主な大型植物化石の形態記載

カヤTorreyanucifera(Linn.)Sieb.etZucc.種子

種子は赤褐色ないし茶褐色､側面観は長卵形､上面観は円形。表面には不規則な縦方向のしわがある。

イヌカヤCephalotaxusharringtonia(Knight)K.Koch種子

種子は灰褐色で楕円形。下端はやや尖り、下端から上半分にかけてやや不明瞭な2本の稜がある。

表面には願粒状の隆起があり、ややざらつく。

オニグルミJuglansailanthifoliaCarr．核

核は灰褐色ないし茶褐色、側面観は卵形から円形、先端は鋭頭、上面観は円形。表面は縦に不規則

な隆起があり、明瞭な1本の縫合線が縦に走る。

クリCastaneacrenataSieb.etZucc．果実

果実は黒褐色で偏円形。表面には細かな筋が多数走る。

クヌギまたはアベマキQuercusacutissimaCarruth.and/orQuercusvariabilisBlume炭化殻斗

殻斗は破片であり、上部は破損している。推定の殻斗径は25～30mm程度と大きく、殻斗鱗片は反

り返る。

コナラ属Quercus果実

破片であるため、これ以上の同定には至らない。表面は褐色で縦に筋が入る。

モモPrunuspersicaBatsch核、炭化核

側面観は卵形ないし楕円形、上面観は両凸レンズ形。表面には不規則な流れるような溝と穴がある。

一方の側面には縫合線が発達する。

サンショウ属Zanthoxylum種子

破片であり、これ以上の同定には至らない。表面には網目模様がある。

トチノキAesculusturbinataBlume果実、種子、幼種子

果実は灰褐色、側面観は円形ないし倒卵形、上面観は円形。表面には皮目状の斑紋があり、基部と

先端を結ぶ3本の溝がある。種子は光沢のある黒色の部分と光沢のない黒灰色の部分がほぼ半分ずつ

ある。側面観は円形ないしやや肩平な円形、上面観は円形。

センダンMeliaazedarachLinn.var.subtripinnataMiq．核

核は楕円形、縦方向に溝が走り、中には各室に1個ずつ種子が入る。

エゴノキStyraxjaponicaSieb.etZucc.種子

種子は黒灰色、側面観は楕円形で3本ずつ溝と稜があり、溝の方が明瞭である。基部には大きなへ

そがあり、表面はざらつく。

イネOryzasativaLinn.炭化穎果、炭化旺乳、未炭化穎、炭化穎

肩平な楕円形。穎は規則的に配列する独特の穎粒状突起がある。

エノコログサ属Setaria未炭化穎、炭化穎果

淡褐色で側面観は卵形、上面観は片凸レンズ形。背面の基部には台形の隆起があり、表面には横方

向の隆起がある。

スケ属Carex果実

褐色で2面の卵形をスケ属A、褐色で3稜形をスケ属Bとした。
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カヤツリグサ属

黒色の3稜形。

Cyperus果実

ホタルイ属Scirpus果実

黒色で倒卵形。

カナムグラHumulusscandens(Lour.)Merill種子

2面の円形でへそは白く心形。

ヤナギタデ近似種Polygonumcf.hydropiperLinn.果実

黒色で2面の卵形、先端は尖る。

イヌタデ近似種Polygonumlongisetum(cf.)De.Bruyn果実

黒色の3稜形で表面は網目模様。両端が尖る。

シロザ近似種Chenopodiumcf.albumLinn．種子

側面観は円形、上面観は楕円形。1本の筋が中央付近まで入る。

ナデシコ科Caryophylaceae種子

側面観は円形、上面観は楕円形。表面には根棒状の突起が密にある。

ヘビイチゴ属,オランダイチゴ属,またはキジムシロ属Duchesnea,Fragaria,and/orPotentilla核

核は淡褐色、側面観は歪んだ狭倒卵形、上面観は狭楕円形。

ササケ属Vigna炭化種子

扇平な楕円形、中央ないしやや片寄った位置にへそがある。長さ5～6mmo

カタバミ属Oxalis種子

種子は黒色で側面観は卵形、上面観は肩平。表面は両側面に横長の網目が3列に並ぶ。

ツリフネソウImpatienstextoriMiq．種子

種子は光沢のある黒色で側面観は長倒卵形、上面観は楕円形。表面には不規則で不連続な網目模様

がある。

ノブドウAmpelopsisbrevipedunculata(Maxim.)Trautv種子

種子は灰褐色、側面観は卵形、上面観は楕円形。背面には根棒状のへそがあり、腹面には穴が2つ

ある。

スミレ属Viola種子

側面観は倒卵形、上面観は円形。

ヒシTrapajaponicaFlerov果実

やや肩平な倒三角形で両端が刺となる。

エゴマ近似種Perillacf.frutescensBrittonvar.(cf.)frutescens果実

側面観は円形、上面観は楕円形。下端は唇状に僅かに突出し、表面には大きな網目模様がある。長

さ2.1～2.3mmと大きい。

イヌコウジュ属またはシソ属Moslaand/orPerilla果実

概形はエゴマ近似種に類似する。長さ1.5mm･

ナス属Solanum種子

肩平な円形。表面には網目模様がある。
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メロン仲間CucumismeloLinn．種子

側面観はやや先が尖る長楕円形、上面観は薄い両凸レンズ形。

ヒョウタン仲間LagenariasicerariaStandley種子

ヒョウタン仲間にはヒョウタン、センナリヒョウタン、ユウガオがある。なお、1つの学名(種名）

に対して複数の品種があり、それぞれに和名があるものを「～仲間」と呼ぶ。

4．う。ラント・オパール

a．はじめに

イネ科植物は別名珪酸植物とも呼ばれ、根より珪酸を多量に吸収することが知られている。この吸

収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積・形成されたものを植物珪酸体（機動細胞珪酸体や単細胞珪

酸体など）といい、植物珪酸体が植物が枯れるなどして土壌中に混入して士粒子となったものをう°ラ

ント・オパールと呼んでいる。このうち､機動細胞珪酸体については藤原(1976)や藤原・佐々木(1978）

など、イネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。また、土壌中より検出され

るイネのう°ラント・オパール個数から水田遺構の有無についての検討も行われており（藤原1984)、

このような研究成果から、近年う°ラント・オパール分析を用いて稲作の検討が各地・各遺跡で行われ

ている。ここでは、プラント・オパール分析により、本遺跡で確認された水田跡の検証を試みた。

b・試料

う。ラント・オパールの検討は、C、D、E、F、H、1，K、Lの8地点より採取された計78試料

について行った。このうち、E、F、H、I、K、Lの6地点の試料は花粉分析も行われた。以下に

各試料についての簡単な記載を示す。

C地点(CI～C6，6試料):C1は短冊形遺構埋士(SK12II、IⅡ層）、C2は遺構基盤層（Ⅳ層）、

C3は不定形遺構埋士(SK43II、ⅡI層)、C4は遺構基盤層（Ⅳ層)、C5-は溝状遺構埋士(SD05

II、Ill層)、C6は遺構基盤層（Ⅳ層）である。時代は中世と考えられている。

D地点(Dl，D2，2試料):D1は短冊型遺構埋士(SK18611、Ⅲ層)、D2は遺構基盤層（Ⅳ

層）である。時代は中世と考えられている。

E地点(11試料):試料1はXI層、試料2はXII層、試料3はXIII層、試料4はXⅣ層、試料5は

XV層、試料6はXⅥ－1層、試料7はXⅥ－2層、試料8はXⅦ層、試料9はXⅧ～XⅨ層、試料

10はXX層、試料11はXXI層。

F地点(Fl～F5，5試料:Flは溝状遺構埋土(SDOSII、Ill層)、F2は溝埋士(SD67II、

111層)、F3は小区画水田耕作士(ST0611、Ill～V層？）、F4は短冊形遺構埋土SK22311、Ⅲ

層)、F5は溝状遺構埋土(SD701I、Il1層）である。時代は試料F1、2，4，5が中世、試料F

3が古墳時代中期と考えられている。

H地点（14試料）：試料1はⅧ層、試料3はXI層、試料5はXII層、試料6はXⅣ層、試料7はX

V層、試料8はXⅥ層、試料9はXⅦ層、試料10はXⅧ層、試料11はXⅨ層、試料12はXX層、試料

13はXXI層、試料14はXXI層より下層である。

｜地点(11～17，16試料):Il-1はXI層、11-2はXII層、12-1はXI層、12-2はXII層、

13-1はXI層、13-2はXII層（大区画6Ⅳ、水田層)、14-1はXI層、14-2はXII層（大区画5

Ⅳ、水田層)、15-1はXI層、15-2はXII層（大区画4Ⅳ、水田層)、16-1はXI層、16-2はXII
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層（大区画3Ⅳ、水田層)、17-1はXI層、17-2はXII層（大区画2Ⅳ、水田層)、18-1はXI層、

18-2はXII層（大区画1Ⅳ、水田層）より採取された。

K地点(Kl～K6，12試料:Kl-1,K2-1,K3-1,K4-1,K5－1，K6-1はXIII層、K1-2,K2

－2，K3-2,K4-2,K5-2,K6-2はXV層より採取された。

L地点(LI～L4，12試料):L1-1、L2-1、L3-1、L4-1はXⅥ－1層、Ll-2、L2-2、L3-2、

L4-2はXⅥ－2層、Ll-3、L2-3、L3-3、L4-3はXⅦ層より採取された。

c.分析方法

表129各地点の試料1g当りのプラント・オパール個数①

試料番号
イ 不

(個/g)
ネザサ節型

(個/g)
クマザサ属

型(個/g)
他のタケ亜

科(個/g)

C地塞繊試溌譲這蓋縦錨;謬溌雛職蕊溌職毒I遥個i数

，

CI

C2

C 3

C4

C 5

C 6

地 ;簿‘
少:U'江、

D l

D 2

の 識

5.100 21.600 1,300 0

0 3.100 1.000 0

6.700 6,700 1,300 1,300

0 1.300 1.300 0

13,700 4,100 2.700 0

0 2,400 1.200 0

料蕊営灘溌鍾：謬蕊溌蕊蕊塞瀦溌溌薗数

12,300 5．400 4,100 1.400

1,200 3.700 2．500 0

サヤヌカグ

サ属(個Is)

0

0

0

0

0

0

0

0

ヨシ属

(個/g)

17,800

1,000

6.700

2,500

6，800

4,800

13.600

1.200

E地蕊裁試蕊I調}査：流東溌蝋微 周 卿蕊篭試凝議営当蕊鍾溌:溌蕊蕊蕊裁溌蕊:蕊個:数
1 0 1.300 5,200 0 0 0

2 2,200 3,200 2.200 0 0 1,100

3 10,800 4.800 7.200 0 0 9.600

4 8.300 2.400 6,000 0 0 7，100

5 4.500 5,700 3,400 0 0 4,500

6 4,500 0 2.300 0 0 9.100

7 5.100 1.300 6.400 0 0 8.900

8 0 1.300 1．300 0 0 1．300

9 0 2.500 2.500 0 0 13.800

10 4,900 1.200 7,300 0 0 3.600

11 0 0 1,200 0 0 7.000

陸
F地漁海試料蕊営当報壷f雲菱建蕊蕊迩蕊寒抄篭数

Fl 10.1000 8.700 4,300 0 0 11.600

F2 6.500 11.400 3,300 0 0 4,900

F3 4,300 4,300 2,100 0 0 2.100

F4 10,1000 8.600 1,400 0 0 14,400

F5 1,500 7.300 4，400 0 0 4.400

陸
H地点 (や上排水号溝;蕊南壁#蕊鰯鼠 §舞蕊営蕊蕊蕊謬毒溌濫蕊溌蕊蕊#潔§数

1 0 2.300 2.300 0 0 0

2 0 2,200 3.400 0 0 0

3 0 0 2,600 0 0 0

4 0 1.200 3,600 0 0 2.400

5 7.400 1.200 1.200 0 0 4，900

6 1，100 1.100 3,200 0 0 5,400

7 6.900 2,300 4.600 0 0 9.200

8 1.200 2.400 0 1.200 0 4,800

9 11,900 5,900 2,000 0 0 4.000

10 18.900 5,900 1,200 0 0 4.700

11 1,200 3,600 2,400 0 0 1.200

12 22.900 5.100 2,500 0 0 5.100

13 0 1.200 1.200 1.200 0 8,300

14 0 0 0 0 0 14.200
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キビ族

(個/g)

1．300

0

0

0

0

0

1.400

0

1,300

0

0

1.200

1,100

0

0

0

0

0

0

4.300

1.600

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2.400

0

1,300

0

0

ウシクサ族

(個/g)

0

1,000

1.300

0

2,700

0

0

0

1.300

0

2,400

1，200

3.400

5.700

5，100

0

1,300

3.600

4.600

5,800

4.900

2,100

5,800

2,900

0

0

1.300

0

1,200

0

1,200

1.200

1,000

2.400

1.200

0

1,200

0

ジュズダマ 不明

属(個/g) (個/g)

0 11.500

0 2.100

0 5,400

0 3.800

1,400 9.600

0 2,400

0 10,900

0 0

0 1,300

0 2.200

0 10.800

0 13.100

0 5.700

0 4,500

0 10.200

0 7.900

0 3.800

0 3,600

0 1,200

0 14,500

0 13.000

0 4.300

0 7.200

0 2，900

0 1.200

0 2,200

0 0

0 0

0 2.500

0 2,200

0 3.500

0 3,600

0 4,000

0 10.600

0 6.000

0 15.300

0 2.400

0 6.100



上記した総計67試料について以下のような手順に従って、フ･ラント．オパール分析を行った。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定)。別に試料約1g(秤量)をトールビーカ

ーにとり、約0.02gのガラスビーズ(直径約40um)を加える。これに30%の過酸化水素を約20～30cc

加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法

により10wm以下の粒子を除去する。この残置よりグリセリンを用いて適宜フ｡レパラートを作成し、

検鏡した。同定および計数はガラスビーズが300個に達するまで行った。

d・結果

同定．計数された各分類群のう°ラント．オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料1g当り

表130各地点の試料Ig当りのプラント・オパール個数②

試料番号
イ 不

(個/g)
ネザサ節型

(個a)
クマザサ属

型(個/g)
他のタケ亜

科(個/g)
サヤヌカグ

サ属(個/g)

I地磯燕＃;排永溝：鐘南壁》蕊蕊識凝議誉蕊蕊鋤議議溌鑑lit;溌泌闇数

11-1 1.200 0 1.200 0 0

11-2 0 2.600 2,600 1,300 0

12-1 0 1,300 3,800 0 0

12-2 1.000 1.000 2.000 0 0

13-1 0 1,200 4,800 0 0

13-2 24.100 1,100 3，400 0 0

14-1 0 0 3,500 0 0

14-2 10.900 1,200 1.200 0 0

15-1 1.300 2,700 1,300 0 0

15-2 1.200 9,500 0 0 0

16-1 1.400 2.800 1.400 0 0

16-2 9.300 2,600 1,300 0 0

17-1 1.300 3,800 3,800 0 0

17-2 6.100 1,200 1，200 0 0

18-1 0 0 5,300 0 0

18-2 0 0 2.400 0 0

K地鴬;鰯識溌謹誉識溌蕊I滅溌職溌蕊蕊蕊蕊誕纏数

Kl－1 2,200 6，600 4.400 0 0

Kl-2 6,500 3.900 2.600 1,300 0

K2-1 13.500 2.300 2.300 0 0

K2-2 15,900 2.500 4.900 2.500 0

K3-1 3.600 1.200 2,400 0 0

K3-2 16,800 7,800 1.300 1,300 1.300

K4-1 13，700 2.500 5,000 0 0

K4-2 48,300 1.400 1.400 0 0

K5-1 1.200 1.200 4,900 0 0

K5-2 8,200 1,200 1.200 1，200 0

K6-1 11.200 4,500 2.200 0 0

K6-2 4.000 9.200 9.200 0 0

L地燕鐘;試； §f灘§蓋縦蕊:滅溌職職蕊溌溌慧蝋個ゞ数

Ll-1 3.500 4.700 8.300 0 0

L1-2 5,000 11,200 7.500 0 0

Ll-3 29.200 14,600 3.700 0 0

L2-1 20.100 4.700 3,500 1.200 0

L2-2 4,000 14,800 9,400 1.300 1,300

L2-3 10,900 4.100 1,400 0 0

L3-1 2,500 3,700 7.400 1.200 1.200

L3-2 2,500 5,100 8,900 0 1,300

L3-3 15.800 6.100 8,500 0 0

L4-1 13.100 11,900 4.800 1.200 0

L4-2 19.000 6，300 6.300 2.500 0

L4-3 6,100 4.900 3,700 0 0
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ヨシ属

(個It)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,200

1,400

1,300

0

0

0

1.200

3.300

10,400

1.100

2,500

0

5,200

1,200

2,800

3.700

3,500

6.700

7,900

8,300

8,700

7.300

3.500

1.300

2，700

17.300

10.100

7.300

4.800

3,800

1.200

キビ族

(個/g)

0

0

0

0

0

0

0

1,200

0

0

0

0

0

1.200

0

0

0

0

1.100

1,200

0

0

0

1.400

0

0

0

0

2,400

0

1,200

1.200

0

0

0

1,300

0

1,200

0

0

ウシクサ族

(個/g)

1,200

1,300

0

0

1，200

0

0

0

0

0

1,400

1.300

0

0

0

0

1,100

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,200

1,200

1,200

1,200

5,400

1.400

3,700

3.800

0

1.200

0

1,200

ジュズダマ 不明

属(個/g) (個/g)

0 1,200

0 3,900

0 2.500

0 0

0 3.600

0 3,400

0 2.300

0 4.800

0 0

0 4,800

0 1，400

0 0

0 0

0 4,900

0 1．300

0 0

0 1.100

0 5.200

0 0

1，200 7,400

0 3.600

0 6.500

0 1,200

0 6,900

0 2,500

1,200 2,400

0 9.000

0 11.900

1,200 7.100

1,200 11.200

0 12,200

1,200 8,300

0 10.700

0 10.900

0 11,100

0 10,100

0 6,100

0 7.100

0 6.300

0 2.400
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の各プラント・オパール個数を求め、それらの分布図を示した。以下に示すプラント・オパール個数

は試料1g当りの検出個数である。

C地点:C1、C3、C5でイネが5,000個以上検出され、C5では多産する。他にネザサ節型、ヨ

シ属が全試料で比較的多産しており、C1ではネザサ節型が21,600個、ヨシ属が17,800個と非常に多

産する。クマザサ属型も全試料から1,000個程度検出された。

D地点：両試料からイネが検出されたが、D1では5,000個以上検出され、D2では5,000個を下回る。

ネザサ節型､クマザサ属型、ヨシ属などが比較的多産し､D1ではヨシ属が13,600個と非常に多産する。

E地点：イネが検出されたのは試料2～7および10であり、試料3，4，7は5,000個以上検出され
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た。他に、ネザサ節型は中部、クマザサ属型、ヨシ属は中・下部にかけて多く検出された

族は試料1，2では検出されなかったが、1,000～6,000個程度検出された。

F地点：全試料からイネが検出され、試料F1、2，4で5,000個以上検出された。F3

ザサ節型、ヨシ属が多数検出され、F1ではキビ族も4,300個とやや目立って検出された。

多く検出された。ウシクサ

以上検出された。F3を除き、ネ
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H地点：試料5～12でイネが検出され、試料5，7，9，10，12で5,000個以上検出された。ネザサ

節型は中部で多く検出され、クマザサ属型は概ね2,000～4,000個程度で安定して検出された。ヨシ属

は上部では全く検出されないが、5,000～14,000個程度と多く検出された。ウシクサ族は中・上部で

1,000～2,000個程度検出された。

｜地点:13-2，14-2，16-2、17-2でイネが5,000個以上検出された。ネザサ節型は15-2で9,500

個と高い数値を示すが、その他は概ね1,000～3,000個程度である。クマザサ属型は1,000～5,000個程

度検出され、16-1，16-2などでヨシ属、ウシクサ族などが1,000個程度検出された。

K地点：全試料からイネが検出され、K2-1,K2-2,K3-2,K4-1,K4-2,K5-2,K6-1で5,000個

以上検出された。他に、ネザサ節型、クマザサ属型、ヨシ属が多く検出され、K2-2などでキビ族、

ジュズダマ属などが検出された。

L地点：全試料でイネが検出され、L1-2,Ll-3、L2-1、L2-3、L3-3、L4-1、L4-2、L4-3で5,000

個以上検出された。ネザサ節型、クマザサ属型、ヨシ属が全試料で比較的多数検出され、ウシクサ族

もL2-2、L3-1、L3-2で4,000～5,000個程度とやや多く検出された。

e・考察

［稲作について］

イネのう°ラント・オパールの検出個数の目安として水田跡の検証例を示すと、福岡市の板付北遺跡

では、イネのう。ラント・オパールが試料1g当り5,000個以上という高密度で検出された地点から推

定された水田跡の分布範囲と、実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている（藤原1984)。

こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個を目安に、う°ラント・オパールの産出状態や遺構

の状況をふまえて判断されている。今宿遺跡の分析結果をみてみると、水田跡の試料の大半が5,000
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個以上検出されており、各時代の水田跡を概ね支持する結果が示された。例えば、C、D地点の分析

結果は中世の水田跡を支持する、分析と発掘調査とがよく対応する結果であった。しかし、分析と発

掘調査との結果が対応しない地点もあった。例えば、E地点は水田跡とは異なる微高地側の地点であ

りながら、イネが検出され、5,000個以上検出された試料もあった。また、F、I地点など水田跡が

確認されていながら分析結果では5,000個を下回った試料もあった。

稲作地でないにもかかわらず、イネが検出される場合の理由としては、土壌生物の撹乱などによる

水田耕作士層からの混入が考えられる。これは、主に5,000個を下回る程度の少数検出された場合の

理由としてあげられよう。5,000個を上回るような多数検出された場合の理由としては、イネが屋根

葺材や燃料など生活の場で使用された結果、試料採取地点に大量にイネのプラント・オパールが供給

されたことが考えられる。E地点は住居跡が確認された微高地上の地点であり、おそらく生活の場で

使用されたものが供給された結果だと,思われる。

水田跡が確認されていながら、イネのプラント・オパールが5,000個を下回る場合の理由としては、

イネのプラント・オパール個数が最も多いと思われる水田層上部が削られてなくなっていることが考

えられる。また、耕作年数が少なく、イネのう°ラント・オパールの供給量が少ないうちに洪水などで

埋没・放棄されてしまったことなども考えられる。

［遺跡周辺のイネ科植物］

ネザサ節型、クマザサ属型、ヨシ属、ウシクサ属などが比較的多く検出されたが、ヨシ属は畦や水

田脇の水路などに生育していたものと思われる。ネザサ節型（ゴキダケ、ケネザサ（ミヤコネザサな

ど））やウシクサ族（ススキ、チガヤなど）は開けたところに草地をつくっていた。クマザサ属型（ク

マザサ、チシマザサ、チマキザサ、ミヤコザサなど）は遺跡周辺の照葉樹林やスギ属林（2.花粉化石

群集参照）の林下に生育していたものと思われる。

5．おわりに

今宿遺跡の周辺植生は、弥生時代後期から古墳時代前期頃までは、照葉樹林とスギ属林が成立して

いたものと考えられた。古墳時代中期にはスギ属、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科といった針葉樹

を主とした森林が成立しており、中世にはスギ属林がかなりの林分を占めていたことが考えられた。

栽培状況については、弥生時代後期はモモ、イネ、ササケ属の栽培が考えられた。古墳時代前期は

モモ、イネ、ソバ属、ハス属、エゴマ近似種、ヒョウタン仲間、メロン仲間の栽培が、中世はモモ、

ソバ属の栽培が考えられた。水田稲作については、#OP各分析から水田跡を支持する結果が得られ

た。
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第2節大畦畔上立木の樹種同定

藤根久（パレオ・ラボ）

1．はじめに

調査区西側大畦畔上（一部微高地内に及ぶ）には、立木株が多数検出されている（図81)。これら

の立木を伴った大畦畔は水田域と微高地の境界部に位置するが、立木は水田域内の大畦畔上には確認

されていない。ここでは、これらの立木株の木材切片を作製し、顕微鏡による木材組織の観察を行い、

その樹種を調べた。

2．試料と方法

検討を行った試料は、立木64点である。これらは、片刃カミソリを用いて試料の横断面（木口と同

義)、接線断面(板目と同義)、放射断面(柾目と同義)の3断面に作り、ガムクロラール(GumChloral)

で封入し、生物顕微鏡で観察した。樹種の同定は、現生標本との比較により行った。以下に各標本の

記載を述べ、その結果は、本文中の表43．表44に示した。

3．記載と樹種の特徴

クヌギ節Quercussect.Aegilopsブナ科図版137-la～1c.(分析No.29)

年輪のはじめに大型の管孔が1～2列並び、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管孔が

放射方向に配列する環孔材である（横断面)。道管のせん孔は単一である（放射断面)。放射組織は、

単列同性のものと集合放射組織のものとがある（接線断面)。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のクヌギ節の材と同定される。クヌギ節の樹木には関東地方に普

通に見られるクヌギ(0.ac"挑s〃α）と、東海・北陸以西に主として分布するアベマキ0.〃αγ"〃た）

がある。いずれの樹木も樹高15m、幹径60cmに達する落葉広葉樹である。

ヤマグワ〃0γ"s伽"z勿cisKoidz.クワ科図版137-2a～2c.分析No.10)

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、そこから径を減じた小管孔が夏材部で接線方向に数個複合

して分布する環孔材で、また木部柔組織は周囲状である（横断面)。道管のせん孔は単一で、小道管

の内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面)。放射組織は、異性1～6細胞幅、4～43細胞高であ

る（接線断面)。

以上の形質から、クワ科クワ属のヤマグワの材と同定される。ヤマグワは、温帯から亜熱帯にかけ

広く分布する樹高12m、幹径60cmの落葉広葉樹である。

バラ属Rosaバラ科図版137-3a～3c.分析No.21

年輪のはじめに丸い管孔が2列ほど並び、そこから径を減じて散在する環孔材である（横断面)。

道管のせん孔は単一である（放射断面)。放射組織は異性で、1～13細胞幅、1～52細胞高である（接

線断面)。

以上の形質から、バラ科のバラ属の材と同定される。バラ属の樹木には、蔓‘性のノイバラ(R.
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畑""抑”）や落葉低木のヤマイバラ(R.sα加加c伽α）など種類は多い。

ナシ亜科Subfam.〃α〃〃αgバラ科図版138-4a～4c.(分析No.8

小型の管孔がほぼ単独で散在する散孔材である（横断面)。道管のせん孔は単一である（放射断面)。

放射組織は、同性1～2細胞幅、3～20細胞高である（接線断面)。

以上の形質から、バラ科のナシ亜科の材と同定される。ナシ亜科には、ナナカマド属(Sorbtcs)

やカナメモチ属(P.ﾉ10""ia)あるいはリンゴ属(Ma/"s)やナシ属(Pyrus)などがある。

ニシキギ属E"O川畑"sニシキギ科図版138-5a～5c・（分析No.A16

小型で丸い管孔がほぼ単独で均一に散在する散孔材である（横断面)。道管のせん孔は単一で、内

壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面および接線断面)。放射組織は、異性単列まれに2細胞幅、

2～265細胞高である（接線断面)。

以上の形質から、ニシキギ科のニシキギ属の材と同定される。ニシキギ属の樹木には、樹高15mに

達する落葉高木のマユミ(E.sie加賊α""s)あるいは常緑低木のマサキ(E.japonicus)など18種類

ほどあり、暖帯から温帯にかけて分布する。

ヒサカキEuryajapo"たathunb.ツバキ科図版138-6a～6c・（分析No.A18

小型の管孔が単独ないし2～4個放射方向に複合して散在する散孔材である（横断面)。道管のせ

ん孔は階段状である（放射断面)。放射組織は、異性1～3細胞幅、1～54細胞高である（接線断面)。

以上の形質から、ツバキ科ヒサカキ属のヒサカキの材と同定される。ヒサカキは、本州以南の暖帯

から温帯にかけて分布する樹高10mに達する常緑広葉樹である。
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第3節弥生時代後期の焼失住居跡から出土した炭化材樹種同定

植田弥生（パレオ・ラボ）

1．はじめに

本遺跡は、岐阜県大垣市今宿に所在し、揖斐川の右岸の標高5～6mの低地に位置する遺跡である。

ここでは、XⅥa層とXV層から検出された竪穴住居跡および住居関連の土坑から出土した材の樹種

同定結果を報告する。XⅥa層面から検出された焼失竪穴住居SB07Ⅵからは、四方の柱と多数の丸太

状や板状の炭化材が出土した。この炭化材の産状は、番号を付け位置が記録されて取り上げられてい

る（図200。竪穴住居SB07Ⅵは、平面プラン方形で一辺が約6m弱の平均的な大きさである。また

XV層の住居跡SB01Ⅵからは3点、土坑SK16Ⅵからは2点、住居跡SB03Ⅵからは3点の合計8点

の材が検出された。このうちSB01.Ⅵの1点は炭化材であった。

当地域からはあまり知られていなかった弥生時代後期の住居構築材についても若干の検討をした。

2．方法

試料の殆どは炭化した針葉樹材であった。炭化材の場合、重要な形質である分野壁孔は、生材と同

様には見えず分類群を絞り込むことがしばしば困難となる。幸い、試料によっては一部がなま焼け状

態の部分があり、このような試料についてはその部分から薄片を取り光学顕微鏡での組織観察も併用

して同定した。

炭化材は、横断面（木口）は手で割り新鮮な面を出し、接線断面（板目）と放射断面（柾目）は片

刃の剃刀を方向に沿って軽くあて弾くように割り面を出す。この3断面の試料を直径1cmの真諭製

試料台に両面テープで固定し、その周囲に導電性ペーストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸着

を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製JSMT-100型）で観察・写真撮影をした。

生材は片刃の剃刀を用いて3方向を薄く剥ぎ取り、スライドグラスの上に並べ、ガムクロラールで

封入し、光学顕微鏡を用いて材組織を観察し同定を行った。

3．結果

M-319とM-320は脆く組織が崩れており検討できなかった。

表131試料ごとの同定結果を示した。表132では、遺構ごとに出土した樹種の点数をまとめた。以下

に同定の根拠とした組織の観察結果の記載と、遺構ごとの結果を記す。

1）同定された樹種の材組織記載

モミ属Abiesマツ科図版139la.-1c.(M-426)

仮道管・放射柔細胞からなり樹脂細胞はない針葉樹材である。早材から晩材への移行はゆるやかで

ある。放射柔細胞の壁は厚く数珠状肥厚が放射断面で見られる。分野壁孔は小型、スギ型とヒノキ型

が混在し、1分野に1～4個ある。放射組織の細胞高は比較的高い。

モミ属は常緑高木で、暖帯から温帯下部の山地に普通に見られるモミ、温帯上部の高山に生育する

ウラジロモミ・シラベ・アオモリトドマツ、北海道の山地に生育するトドマツの5種がある。いずれ
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の材も組織は類似しており区別はできていない。材質はやや軽軟で加工は容易であるが保存性は低い。

コウヤマキSciadopitysverticillataSieb.etZucc・コウヤマキ科図版1392a､－2c・M-352

炭化部の走査電子顕微鏡写真)3a.-3c.(M-352未炭化部分の光学顕微鏡写真）

仮道管・放射柔細胞からなり、垂直・水平樹脂道はない針葉樹材である。早材から晩材の移行はゆ

るやかである。分野壁孔は窓状である。放射組織は5細胞以下の背の低いものが多い。

コウヤマキは日本特産の1属1種の常緑高木である。本州の福島県以南・四国・九州の暖帯上部か

ら温帯の山地に分布し、特に長野県の木曽、和歌山県の高野山に多い。現在は分布域が限られている

が、過去にはより広く豊富に生育していたと推測されている樹種である。材は耐久性・耐水'性・耐蟻

'性に優れ、古代より棺材としての使用が有名であるが、ほかに井戸枠や風呂桶など水に関わる用具に

よく使われる。樹皮もマキハダとして水漏れ防止の詰め材として使われる。

ヒノキChamaecyparisobtusaEndl.図版1404a､－4c.(M-2945a.-5c.M-293炭

化部の走査電子顕微鏡写真)6.(M-293未炭化部分の光学顕微鏡写真7a.-7c・(M-427)

炭化材では分類に重要な分野壁孔の見え方が未炭化材とは異なり、ヒノキとサワラを識別するのは

困難である。本遺跡でヒノキと同定した試料は、一部に未炭化部分がありその組織標本から分野壁孔

の形質を確認し、かつ炭化部分の組織観察と合わせ同定したものである。炭化部分しかない試料は、

属レベルの同定にとどめた。

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材である。晩材部は狭く明瞭である。樹脂細胞は年

輪の後半に分布する。分野壁孔は大型、孔口はやや斜めに細く開いたヒノキ型で1分野に2～4個あ

りおもに2個が水平に整然と配列する。炭化材では、孔口の大きさや形がまちまちで整然と配置して

いない試料が多い。これはモミ属の炭化材の分野壁孔の見え方とよく似ている。また炭化材では樹脂

細胞の有無は確認しにくく、樹脂細胞を持たないモミ属との誤同定に注意する必要がある。そこでモ

ミ属は放射柔細胞の壁は数珠状肥厚があるのでその有無を確認する必要がある。ただし早材部ではこ

の肥厚が見られない場合も多いので、一般的に保存状況がよくかつ破断面が出でいることの多い晩材

部で肥厚の有無は確認しモミ属と識別している。

ヒノキは本州の福島県以南・四国・九州のやや乾燥した尾根や岩上に生育し、材は耐久性・切削性

．割裂性にすぐれ建築材としては一級品であり、また粘りと割裂性がよいので曲物や編傘・篭・屋根

葺きなどにも利用されてきた。

ヒノキ属Chamaecyparisヒノキ科図版1418a､－8c・(M-347)9.(M-285)10.(M-288)

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材である。晩材部の量は非常に少ない。分野壁孔は

一分野に主に2～3個あり、孔口は小さなレンズ状または楕円形でその長軸は垂直からやや斜めであ

る。放射断面において放射柔細胞壁に肥厚はない。

似た形質を持つ他の分類群とは次の点で識別した。同じヒノキ科のネズコは晩材部の量がやや多く

分野壁孔も2～6個と多く、アスナロは分野壁孔がヒノキ属より小型で数も2～4個とやや多く放射

組織は5細胞高以下が多い点で区別した。スギは、晩材部の量が多く分野壁孔の孔口は大きな惰円形
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である。モミ属は、晩材部の量が多く、樹脂細胞は無く、放射柔細胞の壁に数珠状肥厚がある点で識
別した。

ヒノキ属は温帯に生育する代表的な常緑高木の針葉樹であり、本州の福島県以南・四国・九州の山

中のやや乾燥した尾根や岩上に生育するヒノキと、ヒノキより分布域は狭く東北南部から中部地方の

沢沿いの岩上に生育するサワラがある。材は耐朽性・切削性・割裂'性にすぐれる。

アスナロThujopsisdolabratasieb.etZucc.ヒノキ科図版14111a-lie・M-336)

12a.-12c.(M-327炭化部の走査電子顕微鏡写真）図版413a､-13c.(M-327未炭化部分の

光学顕微鏡写真）

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材である。晩材の量は概して少なく、樹脂細胞は晩

材部に散在する。分野壁孔は小型で一分野に2～4個あり、孔口は細いレンズ状または楕円形でその

長軸は垂直や斜めに傾いている。放射組織は5細胞高前後の低いものが目立つ。

アスナロは日本特産で1属1種である。本州・四国・九州の温帯の山中に生育する常緑高木で、材

質は良く建築材として有用であるがヒノキよりやや劣る。

フジWisteriafloribunda(Willd.)DC.マメ科図版14214a､-14c.(M-302)

年輪の始めに中型の管孔があり除々に径を減じてゆき、晩材部の管孔は小型となる環孔材である。

管孔の配列はやや雑然としており、単独道管が多いが放射方向や斜状に複合したものもある。道管の

壁孔は交互状に密在し、穿孔は単一、小道管にらせん肥厚がある。放射組織はほぼ同性、10細胞幅の

紡錘形で背が高いものが目立つ。

フジは林縁の木に巻き付くツル性の落葉樹で、温帯から暖帯の本州以南に広く生育する。蔓は丈夫

で、物を縛ったり、篭を編む材料とし、繊維からは布を編むなど様々な利用がなされてきた。

ムクノキAphanantheaspera(Thunb.Planch．ニレ科図版14215a､-15c.M-424

中型の管孔が単独または2～3個が放射方向に複合し、年輪界近くでやや径が減少する散孔材であ

る。帯状の柔組織が顕著である。道管の壁孔は交互状で横に伸びた孔口はつながり流れ、穿孔は単一

である。放射組織は異'性、1～5細胞幅の紡錘形、上下端に方形細胞がある。放射組織と道管との壁

孔は交互状に密在する。

暖帯の低地から山野に普通に生育する落葉高木である。黒く熟した果実は食べられ、材は堅く丈夫

である。

ススキ属Miscanthusイネ科図版14316a.-16c.(SB00716a)

直径約8mmの草本性の稗で、節部はくびれた後ややふくれ一箇所に芽の痕跡がある。節を取り巻

く葉鞘が残っている試料もあった。稗は中空ではなくスポンジ状の基本組織で埋まりその中に維管束

が散在している。程の外周には厚壁細胞層にかこまれた小さな維管束が隣接して1または2層配列し、

厚壁細胞層は特に稗の中心部側に厚く発達している。内方に散在する維管束は外周の維管束より大き

く周囲の厚壁細胞層は均等に取り巻き薄い。
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ススキ属は大型になる多年草で一般にはカヤ（茅）と呼ばれ、約7種ある。日本全土の平地から山

地の陽地に普通に見られ屋根を覆〈材料とされてきたススキ、北海道から九州の湿地に生育するオギ、

東北南部から近畿北部の山中の陽地に生育するカリヤス、関東南部以西の堤防の草地に生育するトキ

ワススキなどがある。現時点では稗の組織から種を識別することはできていない。

草本性イネ科図版14317a.-b.(M-351)18.(M-318)

程の表面には細かい縦筋がある程の破片で、横断面は維管束が散在する不整中心柱である。維管束

を囲む厚壁細胞層は、程の外周にあるものほど厚く、外周では維管束が密に隣接するため連続する。

稗の表面の細かい縦筋は表皮下の小さな維管束と対応している。上記のススキ属の横断面に似るが試

料が不完形であるため、充分な比較検討ができなかったものである。

2）焼失住居SB07VI(XVIa層面）から出土した材の樹種

住居の四隅からは丸太状の柱(M-393．M-352．M－353．M－348．M-3495点が検出され、

こららはすべてコウヤマキであった。このほかにM-309．M-313-M-303の3点がコウヤマキで

あり、M-309とM-313は柱M-349のすぐ近くから検出されている。発掘過程で、炭化した丸太状

の柱M-352．M-353．M－348．M－349の位置にそれぞれほぼ対応した下位からは、長さ約1mの

炭化していない生木の柱根M-383(SP87Ⅵ）・M-387(SP95Ⅵ）・M-392(SP88Ⅵ）・M-391(SP86

Ⅵ)が出土した。これらの樹種同定を行った結果は、すべてコウヤマキであった。おそらく、地上部

は焼け炭化したが地中の部分は焼けずに残ったもので、それぞれ連続する同一の柱と思われる。

アスナロが3点(M-308．M-327．M-336)検出され、散点的に産状した。

M-302はフジであり、同住居内から検出された唯一の広葉樹であった。

このほかの試料はすべてヒノキまたはヒノキ属であった。24点はヒノキであることが確認でき、28

点はヒノキ属までの同定に留まった。組織記載の部分で記したが、種まで同定できた試料は未炭化部

分の組織からヒノキの特徴が捉えられた試料であり、属レベルで留まった試料は完全に炭化していた

かまたは組織の状況が悪く種までは特定できなかったものである。

炭化材と共に住居内の各所から炭化したワラ状の稗が集積して出土した。稗は同一方向に集積して

いるのがはっきりと判る状態のものもあり、屋根や壁を覆っていたものと推測される。保存のよさそ

うな試料を組織学的に検討した結果、MSB07Ⅵはススキ属であることが確認できた。そのほかの試

料もススキ属の組織に類似していたが確証を得るには至らなかった。タケの仲間ではないことを区別

するために、草本'性イネ科と表示した。

住居の中心部(SK19Ⅵとして)から一括して取り上げられたM-355～M-377欠番あり）の9点は

すべてヒノキ属であった。

3)SB01Ⅵ．sBo3Ⅵ．SK16川（xv層）から出土した材の樹種

SB01Ⅵから出土した2点の生木はモミ属とアスナロで、炭化材の1点はムクノキであった。

SK16Ⅵから出土した2点は生木で、ともにヒノキ属であった。

SB03VIから出土した3点の生木は、ヒノキ・ヒノキ属・アスナロであった。
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4．今宿遺跡の弥生時代後期の住居構築材の特徴

炭化材は脆く風化にも弱いので埋没過程で消失したものもあるであろうが、それを考慮したとして

も、本遺跡では針葉樹材が圧倒的に多く使われていたと言える。今までに報告された竪穴住居の構築

材は、クヌギ節やコナラ節・アカガシ亜属・クリなどの広葉樹材が主に使用されていた。岐阜県下で

も標高約100mの丘陵地に立地する尾崎遺跡（美濃加茂市）の報告例があり、弥生時代中期と後期の

竪穴住居吐建築材にはクヌギ節・クリが多く、ほかにアカガシ亜属・ニレ属・トチノキ．ササ類が検

出された。本遺跡のように針葉樹のヒノキを多用し、柱材にはコウヤマキを使用した竪穴住居の報告

例は、おそらくこれが初めてではないかと思う。

本遺跡の3件の住居跡と住居関連遺構から検出された分類群は針葉樹がほとんどを占め、特にヒノ

キとヒノキ属が多産し、そのほかにはアスナロとモミ属が検出され、柱材はすべてコウヤマキが使用

されていた。広葉樹は、ムクノキとフジが各1点検出されただけであった。フジは非常に薄<(6mm

ほど）土塊にへばりついた状態で使用当時の原形はとどめていなかったがツル性の木であることから、

材と材を固定する縄の役目か、篭などの用具であったと推測される。柱にはコウヤマキを丸木で使用

し、そのほかの部分は、ヒノキとヒノキ属を板状や丸木で使っていた状況が明らかになった。コウヤ

マキもヒノキも共に、耐水性・耐朽性にすぐれ材質であり建築材とし最適な樹種である。すでにこの

ような特'性を知って選択的に使用したと思われる。そこで問題になるのは、これらの木材を当時はど

こから調達したかである。本遺跡の立地する低地には、本来人手が加わらなければクリ．コナラを主

とする落葉広葉樹林やアラカシが優占する常緑広葉樹が広く成立していたと考えられる。検出された

広葉樹のムクノキとフジはこのような低地林から調達できたであろうが、コウヤマキやヒノキ．ヒノ

キ属・アスナロ・モミなどの針葉樹は、現在の植生分布からは山地に生育する樹種である。当遺跡か

らISkm～20kmほど離れている周辺の山地に当時はこのような針葉樹林が生育しており、そこから伐採

し運び出してきた可能'性が考えられる。

竪穴住居の構築材の樹種は関東平野で多くの資料が蓄積されており、縄文時代ではクリを、弥生時

代～古墳時代ではクヌギ節・コナラ節・アカガシ亜属の広葉樹材が多用されていたことが知られてい

る。これらの樹種は当時の住居周辺の植生に多く生育した樹種と一致することも指摘されている。本

遺跡の周辺も関東平野で多用された分類群が生育していたと考えられるにもかかわらず使用されずに、

コウヤマキやヒノキの針葉樹材が多用されていた。この理由として、周辺山地に当時はコウヤマキや

ヒノキが豊富に生育していた可能性や、これらが広葉樹材より耐朽性に優れていることを認知してお

りこれらの材を入手することを強く求めていたか、当時の道具では針葉樹材の方が広葉樹材より伐採

しやすかったという技術的側面も考える必要があるかもしれない。
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特別第1号、242PP.植生史研究会。
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表131焼失住居SB07Ⅵの炭化材の樹種

表132遺構別の出土樹種
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No. 地区･遺構 層位 樹種 備考
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